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記載の追加

現行どおり

共通的工種  植生筋 工種区分 

施工規模 

㎡ 10  

共通的工種  植生穴 削孔数 ㎡ 10  

共通的工種  養生（散水養生）  ㎡ 10  

共通的工種 かご工 じゃかご・ふとんか

ご・かご枠 

幅 

高さ 

（じゃかご：）径 

（ふとんかご：）種別 

（ふとんかご：）規格 

詰石種類 

詰石規格 

ｍ 1  

共通的工種  止杭 止杭規格 本 1  

共通的工種  かごマット（スロープ

型） 

かご厚さ 

かご本体材質 

詰石種類 

詰石規格 

㎡ 1  

共通的工種  かごマット（多段積

型） 

かご本体材質 

詰石種類 

詰石規格 

㎡ 1  

共通的工種  帯鋼補強土壁･アンカー

補強土壁・ジオテキス

タイル補強土壁 

土質 ㎡ 1  

共通的工種  補強盛土 壁面材の種類 ㎡ 1  

共通的工種 軽量盛土工 軽量盛土  ㎥  1  

共通的工種  コンクリート床版 コンクリート規格 

厚さ 

㎡ 1  

共通的工種  基礎コンクリート コンクリート規格 ｍ 1  

共通的工種  壁体工  支柱仕様・規格 

壁面材仕様・規格 

㎡ 1  

共通的工種  裏込砕石 砕石規格 ㎥  1  

共通的工種 吸出し防止工 吸出し防止材 材質 

種類 

厚さ 

㎡ 10 ただし100㎡未満の場

合は1㎡ 

共通的工種 泥水処理工 泥水処理  ㎥  10  

共通的工種 仮水路工 フｨルター材敷設 管種別 

管径 

フｨルター材の種類 

㎥  1  

共通的工種 場所打擁壁工 処分費  ㎥  1  

共通的工種 仮橋･仮桟橋工 積込（コンクリート

殻） 

 ㎥  1  

共通的工種 骨材再生工 骨材再生 投入殻寸法 ㎥  1  

共通的工種 土留･仮締切工 ボーリングマシン移設

（アンカー） 

 回 1  

共通的工種 土留･仮締切工 アンカー工材料費 アンカー工材数量 式 1  

共通的工種 土留･仮締切工 削孔（アンカー） 削孔長 

方式 

呼び径 

土質区分 

ｍ 1  

共通的工種 土留･仮締切工 グラウト注入（アンカ

ー） 

注入材規格 

圧縮強度 

㎥  1  

共通的工種 ｱﾝｶｰ工(ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘ

ｰﾄ板) 

ＰＣコンクリート板据

付 

フレームタイプ 枚 1  

共通的工種 ｱﾝｶｰ工(ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘ

ｰﾄ板) 

ジョイント処理  箇所 1  

基礎工 既製杭工 既製コンクリート杭 杭種別 

杭径 

杭長 

杭打込長（掘削長） 

本 1 ただし1本当りの場合

は1ｍ 

 

共通的工種 土留･仮締切工 グラウト注入（アンカ

ー） 

注入材規格 

圧縮強度 

㎥  1  

共通的工種 ｱﾝｶｰ工(ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘ

ｰﾄ板) 

ＰＣコンクリート板据

付 

フレームタイプ 枚 1  

共通的工種 ｱﾝｶｰ工(ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘ

ｰﾄ板) 

ジョイント処理  箇所 1  

共通的工種 排水材設置工  幅 

厚さ 

ｍ 1  

基礎工 既製杭工 既製コンクリート杭 杭種別 

杭径 

杭長 

杭打込長（掘削長） 

本 1 ただし1本当りの場合

は1ｍ 
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舗装工 踏掛版工 踏掛版 コンクリート規格 

鉄筋材料規格・径 

㎥  1  

舗装工 区画線工 区画線 施工方法区分 

規格・仕様区分 

厚さ 

排水性舗装用の有無 

ｍ 10 ただし100ｍ未満の場

合は1ｍ 

舗装工  区画線消去 施工方法区分 ｍ 1  

地盤改良工 路床安定処理工 安定処理 混合深さ 

固化材100m2あたり使用量 

固化材の種類 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

地盤改良工 自走式土質改良工 土質改良 改良土質 

固化材1m3あたり使用量 

固化材の種類 

㎥ 100 ただし1000㎥未満の

場合は10㎥ 

地盤改良工 表層安定処理 サンドマット 砂材料費の有無 ㎥  10  

地盤改良工  安定シート・ネット シート種類 ㎡ 10  

地盤改良工  表層混合処理  ㎡ 10  

地盤改良工  置換 置換材料 

施工数量 

㎥  100 ただし1,000㎥未満の

場合は10㎥ 

地盤改良工 置換工 置換 置換材料 

施工数量 

㎥  100 ただし1,000㎥未満の

場合は10㎥ 

地盤改良工 サンドマット工 サンドマット 砂材料費の有無 ㎥  10  

地盤改良工 パイルネット工 既製コンクリート杭 杭種別 

杭径 

杭長 

杭打込長（掘削長） 

本 1  

地盤改良工  木杭 杭材質 

杭長 

杭末口 

本 1  

地盤改良工  連結鉄筋 鉄筋材料規格・径 ｔ 0.1 ただし1ｔ未満の場合

は0.01ｔ 

地盤改良工  安定シート シート種類 ㎡ 10  

地盤改良工 バーチカルドレーン

工 

サンドドレーン 径 

ＳＤ打設長 

ＳＤ杭径 

ＳＣＰ径 

ＳＣＰ打設長 

ＳＣＰ杭径 

本 1  

地盤改良工  PVD(プレファブリケイ

ティッドバーチカルド

レーン) 

材料規格 

長さ（打設長） 

本 1  

地盤改良工 締固め改良工 サンドコンパクション

パイル 

径 

ＳＤ打設長 

ＳＤ杭径 

ＳＣＰ径 

ＳＣＰ打設長 

ＳＣＰ杭径 

本 1  

地盤改良工 固結工 粉体噴射撹拌 改良材種類 

杭径 

長さ（打設長） 

長さ（杭長） 

本 1  

地盤改良工  粉体噴射撹拌（先掘・

移設・軸間変更） 

改良材種類 

杭径 

長さ（打設長） 

長さ（杭長） 

式 1  

地盤改良工  高圧噴射撹拌 工法 

注入材種類 

長さ（注入長） 

長さ（土被長） 

本 1  

地盤改良工  スラリー撹拌 改良材種類 

杭径 

長さ（打設長） 

本 1  

舗装工 踏掛版工 踏掛版 コンクリート規格 

鉄筋材料規格・径 

㎥  1  

舗装工 区画線工 区画線 施工方法区分 

規格・仕様区分 

塗布厚さ 

排水性舗装用の有無 

ｍ 10 ただし100ｍ未満の場

合は1ｍ 

舗装工  区画線消去 施工方法区分 ｍ 1  
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地盤改良工  中層混合処理 改良深度 

施工規模 

㎥  1  

地盤改良工  薬液注入 注入材料 本 1  

地盤改良工（Ｉ

ＣＴ） 

表層安定処理工 安定処理（ＩＣＴ） 混合深さ 

固化材100㎡あたり使用量 

固化材の種類 

 

㎡ 

 

1 

 

地盤改良工（Ｉ

ＣＴ） 

固結工 スラリー撹拌（ＩＣ

Ｔ） 

改良材種類 

杭径，長さ（打設長） 

長さ（杭長） 

 

本 

 

１ 

 

地盤改良工（Ｉ

ＣＴ） 

 中層混合処理（ＩＣ

Ｔ） 

改良深度 

施工規模 

㎥  １  

構造物撤去工 構造物取壊し工 コンクリート構造物取

壊し 

構造物区分 

工法区分 

施工規模 

㎥  1  

構造物撤去工  舗装版切断 舗装版種別 

舗装厚 

ｍ 10 ただし100ｍ未満の場

合は1ｍ 

構造物撤去工  舗装版破砕 舗装版種別 ㎡ 10 ただし100㎡未満の場

合は1㎡ 

構造物撤去工  コンクリートはつり 平均はつり厚 ㎡ 1 ただし10㎡未満の場

合は0.1㎡ 

構造物撤去工  吹付法面取壊し 集積積込の有無 

工法区分 

㎡ 10 ただし100㎡未満の場

合は1㎡ 

構造物撤去工  鋼材切断 鋼材規格（種類他） 箇所 1  

構造物撤去工  鋼材切断 鋼材規格（種類他） ｍ 1  

構造物撤去工  鋼矢板引抜 鋼矢板型式 

引抜長 

枚 1  

構造物撤去工  Ｈ鋼杭引抜 H鋼形式 

引抜長 

本 1  

構造物撤去工  広幅鋼矢板引抜き 鋼矢板型式 

引抜長 

枚 1  

構造物撤去工  コンクリートブロック

撤去 

 ㎡ 10 ただし100㎡未満の場

合は1㎡ 

構造物撤去工  覆工板設置・撤去  ㎡ 10 ただし100㎡未満の場

合は1㎡ 

構造物撤去工  根固めブロック撤去 ブロック規格 個 1  

構造物撤去工  殻運搬 殻種別 ㎥  1  

構造物撤去工  殻処分 殻種別 ㎥  1  

構造物撤去工  現場発生品運搬 発生材種類 t 0.01  

構造物撤去工 道路施設撤去工 側溝・街渠撤去 作業区分 ｍ 1  

構造物撤去工  集水桝・マンホール撤

去 

製品質量（kg/基） 基 1  

構造物撤去工  蓋版撤去  枚 1  

構造物撤去工  防護・防止柵撤去  ｍ 1  

構造物撤去工  視線誘導標撤去 視線誘導標規格 

施工区分 

施工規模 

本 1  

構造物撤去工  境界杭撤去 施工規模 本 1  

構造物撤去工  道路鋲撤去 施工区分 

施工規模 

個 1  

構造物撤去工  車線分離標撤去 施工区分 

施工規模 

本 1  

構造物撤去工  境界鋲撤去 施工規模 枚 1  

構造物撤去工  距離標撤去 施工区分 本 1  

 

構造物撤去工 構造物取壊し工 コンクリート構造物取

壊し 

構造物区分 

工法区分 

施工規模 

㎥  1  

構造物撤去工  舗装版切断 舗装版種別 

舗装厚 

ｍ 10 ただし100ｍ未満の場

合は1ｍ 

構造物撤去工  舗装版破砕 舗装版種別 

舗装版厚 

㎡ 10 ただし100㎡未満の場

合は1㎡ 

構造物撤去工  コンクリートはつり 平均はつり厚 ㎡ 1 ただし10㎡未満の場

合は0.1㎡ 

 

現行どおり
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コンクリート構

造物 

 有孔管 作業区分 

工法区分 

施工規模 

ｍ 1  

コンクリート構

造物 

 可撓継手 内幅 

内高 

箇所 1  

コンクリート構

造物 

橋台躯体工(構造物

単位) 

逆T式橋台 高さ区分 

打設量区分 

コンクリート規格 

化粧型枠の有無 

㎥  1  

コンクリート構

造物 

橋脚躯体工(構造物

単位) 

T型橋脚 高さ区分 

打設量区分 

コンクリート規格 

化粧型枠の有無 

㎥  1  

コンクリート構

造物 

橋脚躯体工(構造物

単位) 

壁式橋脚 高さ区分 

打設量区分 

コンクリート規格 

化粧型枠の有無 

㎥  1  

コンクリート構

造物 

場所打擁壁工(構造

物単位) 

逆T型擁壁 本体コンクリート規格 ㎥  1  

コンクリート構

造物 

場所打擁壁工(構造

物単位) 

L型擁壁 本体コンクリート規格 ㎥  1  

コンクリート構

造物 

場所打擁壁工(構造

物単位) 

もたれ式擁壁 本体コンクリート規格 ㎥  1  

コンクリート構

造物 

場所打擁壁工(構造

物単位) 

重力式擁壁 擁壁平均高さ 

本体コンクリート規格 

㎥  1  

コンクリート構

造物 

場所打擁壁工(構造

物単位) 

小型擁壁 擁壁平均高さ 

本体コンクリート規格 

㎥  1  

コンクリート構

造物 

羽口工 連節ﾌﾞﾛｯｸ張(ｺﾝｸﾘｰﾄ)  ㎥  1  

コンクリート構

造物 

暗渠工 プレキャストボックス 内幅 

内高 

ｍ 1  

構造物 帯状構造物(小規模)

工 

 幅 

高さ 

コンクリート規格 

ｍ 1 各種ブロック(既製品

共)Ｈ＝2.0ｍ未満の

擁壁類 

構造物 帯状構造物(大規模)

工 

 コンクリート規格 

幅 

高さ 

ｍ 0.1 Ｈ＝2.0ｍ以上の擁壁

類 

構造物 排水構造物工  管規格 ｍ 1 ただし径1ｍ以上の管

渠類の場合は0.1ｍ 

構造物 排水構造物工 現場打水路 内幅（複単不使用の場

合） 

内高（複単不使用の場

合） 

コンクリート規格 

ｍ 1  

構造物 排水構造物工 縦排水・小段排水 Ｕ型側溝の種類 

Ｕ型側溝の規格 

内幅（各種の場合） 

内高（各種の場合） 

作業区分 

コンクリート打設の有無 

コンクリート規格 

目地板の有無 

目地板の種類 

目地板の種類（各種の場

合） 

ｍ 1  

構造物 場所打函渠工(構造

物単位) 

函渠 内幅 

内高 

コンクリート規格 

㎥  1  

コンクリート構

造物 

橋脚躯体工(構造物

単位) 

壁式橋脚 高さ区分 

打設量区分 

コンクリート規格 

化粧型枠の有無 

㎥  1  

コンクリート構

造物 

場所打擁壁工(構造

物単位) 

小型擁壁 擁壁平均高さ 

本体コンクリート規格 

㎥  1  

コンクリート構

造物 

場所打擁壁工(構造

物単位) 

重力式擁壁 擁壁平均高さ 

本体コンクリート規格 

㎥  1  

コンクリート構

造物 

場所打擁壁工(構造

物単位) 

もたれ式擁壁 本体コンクリート規格 ㎥  1  

コンクリート構

造物 

場所打擁壁工(構造

物単位) 

逆T型擁壁 本体コンクリート規格 ㎥  1  

コンクリート構

造物 

場所打擁壁工(構造

物単位) 

L型擁壁 本体コンクリート規格 ㎥  1  

コンクリート構

造物 

羽口工 連節ﾌﾞﾛｯｸ張(ｺﾝｸﾘｰﾄ)  ㎥  1  

 

現行どおり
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構造物 函渠工（大型ボック

スカルバート工） 

プレキャストボックス 製品長 

分割数 

内空寸法 

ｍ 0.1  

構造物 函渠工（大型ボック

スカルバート工） 

止水シート 幅・規格等 ｍ １  

構造物 排水性舗装用路肩排

水工 

透水性樹脂コンクリー

ト 

 ㎥  1  

構造物 橋脚架設工 橋脚架設  ｔ 0.1  

工場製作工 製作工 製作加工 鋼材規格 ｔ 0.1 ただし1ｔ未満の場合

は0.01ｔ 

工場製作工  ボルト・ナット ボルト・ナット種類 組 1  

工場製作工  スタッドジベル 径・長さ 本 1  

工場製作工  バックアップ 材質 ㎥  0.1  

工場製作工  充填シール 材質 ㎥  0.1  

工場製作工  アンカーボルト 材質・径・長さ 

アンカー材規格 

組 1  

工場製作工 鋳造費 金属支承 支承規格 個 1  

工場製作工  大型ゴム支承 支承規格 個 1  

工場製作工  排水桝 桝規格 個 1  

工場製作工  橋名板 材質 枚 1  

工場製作工  橋歴板  枚 1  

工場製作工 工場塗装工 前処理 材料種類 ㎡ 10 ただし100㎡未満の場

合は1㎡ 

工場製作工  塗装(下・中・上塗) 塗装種別 

塗装箇所 

塗装回数 

㎡ 10 ただし100㎡未満の場

合は1㎡ 

工場製作工  メッキ  ｔ 0.1  

工場製品輸送工 輸送工 輸送  ｔ 0.1 ただし1ｔ未満の場合

は0.01ｔ 

工場製品輸送工 輸送工 現場取卸（ＰＣ桁）  本 1  

工場製品輸送工  工場取卸（鋼桁・鋼管

杭） 

 ｔ 0.1  

工場製品輸送工  小運搬  ｔ 0.1 ただし1ｔ未満の場合

は0.01ｔ 

付属施設 縁石工 歩車道境界ブロック ブロック規格 ｍ 1  

付属施設  地先境界ブロック ブロック規格 ｍ 1  

付属施設  植樹ブロック ブロック規格 ｍ 1  

付属施設 緑化ﾌﾞﾛｯｸ工 養生費 養生工の種類 ㎡ 1  

付属施設  アスカーブ 材料種類 

断面積 

ｍ 10  

付属施設 集水桝・街渠桝・マ

ンホール工 

集水桝 集水桝種類 

現場打材種類 

コンクリート規格 

基礎コンクリート規格 

箇所 1 (プレキャスト含む) 

付属施設  街渠枡 集水桝・街渠桝種類 

基礎コンクリート規格 

法面作業補正 

箇所 1 (プレキャスト含む) 

付属施設  マンホール マンホール規格 

コンクリート規格 

蓋種類 

箇所 1  

付属施設  蓋 蓋種類 枚 1  

付属施設 路側防護柵工 ガードレール ガードレール規格 

施工規模 

曲線部補正の有無 

ｍ 1  

付属施設  ガードパイプ ガードパイプ規格 

施工規模 

曲線部補正の有無 

ｍ 1  

工場製作工  メッキ  ｔ 0.1  

工場製品輸送工 輸送工 輸送  ｔ 0.1 ただし1ｔ未満の場合

は0.01ｔ 

工場製品輸送工 輸送工 現場取卸（ＰＣ桁）  本 1  

工場製品輸送工  工場取卸（鋼桁・鋼管

杭） 

 ｔ 0.1  

工場製品輸送工  小運搬  ｔ 0.1 ただし1ｔ未満の場合

は0.01ｔ 

 



1-1-24

積算上の注意事項

（控え頁）

6／11

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

.

改　正　理　由 一部改正
改　　正
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工　　　種 基本事項

記載の削除

現行どおり

海岸  石材 石材規格 ㎥  1  

海岸 コンクリート被覆工 コンクリート コンクリート規格 

養生費 

コンクリート夜間割増の

有無 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

海岸 捨石工 中詰石 石材規格 ㎥  1  

海岸  捨石 石材規格 ㎥  1  

海岸  捨石均し 均し区分 ㎡ 10  

海岸  表面均し  ㎡ 10  

海岸 被覆石工 被覆石据付 石材規格 ㎥  1  

海岸  被覆石均し 均し区分 ㎡ 10  

海岸 被覆ブロック工 被覆ブロック据付 ブロック種類（型式） 

ブロック種類（実質量） 

ブロック購入の有無 

個 1  

海岸 矢板工 鋼矢板防食 防食規格 ㎡ 1  

海岸 詰杭工 既製コンクリート杭 杭種別 

杭径 

杭長 

杭打込長（掘削長） 

本 1  

海岸  コンクリートパネル パネル規格 

ブロック規格 

枚 1  

海岸  中詰石 石材規格 ㎥  1  

海岸  表面均し  ㎡ 10  

海岸 石枠工 コンクリート枠製作 コンクリート規格 個 1  

海岸  コンクリート枠据付 ブロック規格 個 1  

海岸  中詰石 石材規格 ㎥  1  

海岸  捨石均し 均し区分 ㎡ 10  

海岸 ケーソン・セルラー

工 

ケーソン等運搬・据付  個 1  

海岸  中詰砂・石 石材規格 ㎥  1  

海岸  表面均し  ㎡ 10  

浚渫工 浚渫船運転工(ポン

プ浚渫船) 

浚渫船運転 浚渫船区分 

貸与区分 

㎥  100 ただし1,000㎥未満の

場合は10㎥ 

浚渫工  排砂管(設備) 排砂管径 

設置高さ 

本 1  

浚渫工  浚渫船機械管理費（官

船） 

貸与船船種・船級 

フロータ長 

フロータ径 

排砂管径 

排砂管本数 

フロータ数 

ゴムジョイント数 

日 1  

浚渫工  排砂管保守  日 1  

浚渫工 作業船及び機械運転

工(ポンプ浚渫船) 

中継ポンプ運転  台 1  

浚渫工  揚錨船運転  日 1  

浚渫工  交通船運転  日 1  

浚渫工  警戒船運転  日 1  

浚渫工 浚渫船運転工(グラ

ブ浚渫船) 

浚渫船運転 浚渫船区分 

貸与区分 

㎥  100 ただし1,000㎥未満の

場合は10㎥ 

浚渫工  浚渫船機械管理費（官

船） 

貸与船船種・船級 

フロータ長 

フロータ径 

排砂管径 

排砂管本数 

フロータ数 

ゴムジョイント数 

日 1  

浚渫工  排砂管保守  日 1  

浚渫工 作業船及び機械運転

工(ポンプ浚渫船) 

中継ポンプ運転  台 1  

浚渫工  揚錨船運転  日 1  

浚渫工  交通船運転  日 1  

浚渫工  警戒船運転  日 1  

浚渫工 浚渫船運転工(グラ

ブ浚渫船) 

浚渫船運転 浚渫船区分 

貸与区分 

㎥  100 ただし1,000㎥未満の

場合は10㎥ 
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改　　正

現　　行

現行どおり

現行どおり

共同溝  タラップ 寸法 本 1  

共同溝  手摺 高さ ｍ 1  

共同溝  銘板 材質 

寸法 

枚 1  

共同溝 現場打躯体工(構造

物単位) 

共同溝 コンクリート規格 

規格 

土被り 

内幅 

内高 

㎥  1  

共同溝 管路工(管路部) 埋設表示シート シート規格 ｍ 1  

電線共同溝 掘削工 開削掘削 土質 ㎥  100 ただし1,000㎥未満の

場合は10㎥ 

電線共同溝 埋戻し工 埋戻し 土質区分 

土質 

㎥  100 ただし1,000㎥未満の

場合は10㎥ 

電線共同溝 電線共同溝工 管路 材質 

径 

ｍ 1  

電線共同溝  プレキャストボックス 作業区分 

内幅 

内高 

基礎材種別 

個 1  

電線共同溝  蓋 蓋種類 組 1  

電線共同溝 付帯設備工 ハンドホール 寸法 箇所 1  

電線共同溝 管路工(管路部) 埋設表示シート シート規格 ｍ 1  

電線共同溝 管路工(管路部) スリーブ  個 1  

電線共同溝 管路工(管路部) 伸縮継手  個 1  

植栽維持工 樹木・芝生管理工 樹木せん定 樹種 

樹高 

本 1  

植栽維持工  寄植せん定 樹種 

樹高 

㎡ 10  

植栽維持工  補植 樹木規格 

土壌改良材の有無 

植樹割増しの有無 

本 1  

植栽維持工  移植 施工内容（移植） 

施工規模（移植） 

施工内容（植樹） 

本 1  

植栽維持工  支柱 支柱形式 

施工区分 

規格・仕様 

本 1  

植栽維持工  抜根除草 施工内容 

施工規模 

施工場所別補正 

㎡ 10  

植栽維持工  樹木施肥 肥料種類 本 1  

植栽維持工  寄植・芝施肥 肥料種類 

施工内容 

施工規模 

施工場所別補正 

㎡ 10  

植栽維持工  灌水 潅水時期 ㎡ 10  

植栽維持工  防除 薬剤種類 

施工内容 

施工規模 

時間制約補正 

夜間作業補正 

施工場所別補正 

本 1  

植栽維持工  寄植・芝薬剤散布 薬剤種類 

施工内容 

施工規模 

㎡ 10  

植栽維持工 樹木・芝生管理工 樹木せん定 樹種 

樹高・幹周 

本 1  

植栽維持工  寄植せん定 樹種 

樹高 

㎡ 10  

植栽維持工  補植 樹木規格 

土壌改良材の有無 

植樹割増しの有無 

本 1  

植栽維持工  移植 施工内容（移植） 

施工規模（移植） 

施工内容（植樹） 

施工規模（植樹） 

本 1  
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現　　行

記載の追加

現行どおり

次頁へ移動

植栽維持工  芝刈 芝種類 ㎡ 1,00

0 

ただし100,000㎡未満

の場合は100㎡ 

河川維持 河川巡視工 緊急巡視  回 1  

河川維持 堤防除草工 除草  ㎡ 1,00

0 

ただし100,000㎡未満

の場合は100㎡ 

河川維持 芝養生工 施肥 肥料種類 

肥料使用量 

㎡ 1,00

0 

ただし100,000㎡未満

の場合は100㎡ 

河川維持  抜根 抜根工作区分 

タイヤ損耗費 

㎡ 1,00

0 

ただし100,000㎡未満

の場合は100㎡ 

河川維持 伐木除根工 伐木除根 樹木・竹の区分 樹木密

集度 

㎡ 1,00

0 

ただし100,000㎡未満

の場合は100㎡ 

河川維持 塵芥処理工 散在塵芥収集  ㎡ 1,00

0 

ただし100,000㎡未満

の場合は100㎡ 

河川維持  堆積塵芥収集  ㎥  10 ただし100㎥未満の場

合は1㎥ 

河川維持 水面清掃工 水面清掃  日 1  

河川維持 応急処理作業 応急作業 作業形態 日 1  

河川維持 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞｸﾞﾗｳﾄ工 注入 注入材料規格 

注入日数 

注入量 

㎥  1  

河川維持 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞｸﾞﾗｳﾄ工 注入設備据付解体  回 1  

河川維持 欠損部補修工 欠損部取壊し  ㎥  1  

河川維持 欠損部補修工 欠損部補修 補修工法 ㎥  1  

河川維持 不陸整正工 不陸整正・締固め 補足材の有無 

補修材の種類 

補修材の厚さ 

㎡ 1  

河川維持 付属物復旧工 調整ポスト 支柱間隔 個 1  

河川維持 付属物設置工 標識  基 1  

河川維持 塵芥処理工 処分費  ｔ 1  

河川維持 樹木･芝生管理工 捕植 樹種 

樹高 

本 1  

道路修繕 路面切削工 路面切削 施工区分・平均切削深さ 

段差すりつけ撤去作業の

有無 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

道路修繕 舗装打換え工 舗装版切断 舗装版種別 

舗装厚 

ｍ 10 ただし100ｍ未満の場

合は1ｍ 

道路修繕  舗装版破砕 舗装版種別 ㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

道路修繕 切削オーバーレイ工 切削オーバーレイ 全面切削深さ 

舗設層数 

段差すりつけ区分 

アスファルト材料種類 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

道路修繕 舗装打換え工・オー

バーレイ工 

中間層 材料種類 

材料規格 

舗装厚 

平均幅員 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

道路修繕 路上路盤再生工 路上路盤再生 混合深さ 

混合用乳剤の有無 

養生工の有無 

砂散布の有無 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

 

道路修繕  舗装版破砕 舗装版種別 

舗装版厚 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

道路修繕 切削オーバーレイ工 切削オーバーレイ 全面平均切削深さ 

舗設層数 

段差すりつけ区分 

アスファルト材料種類 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

道路修繕 舗装打換え工・オー

バーレイ工 

基層 材料種類 

材料規格 

舗装厚 

平均幅員 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

道路修繕 舗装打換え工・オー

バーレイ工 

中間層 材料種類 

材料規格 

舗装厚 

平均幅員 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 
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道路修繕 床版補強工(鋼板接

着・増桁架設工法) 

鋼板接着  ㎡ 1  

道路修繕  クラック処理 使用材料の種類 ｍ 1  

道路修繕  足場 安全ネットの有無 ㎡ 10  

道路修繕  防護  ㎡ 10  

道路修繕  増桁架設 障害の有無 ｔ 0.1 ただし1ｔ未満の場合

は0.01ｔ 

道路修繕 床版増厚補強工 表面荒らし  ㎡ 1  

道路修繕 床版取替工 鋼製高欄取替 作業区分 

高欄形式 

ｍ 1  

道路修繕  床版運搬処理 処理費の有無 

作業内容積込 

工法区分 

㎥  1  

道路修繕 鋼桁補強工 現場溶接鋼桁補強  ｍ 1  

道路修繕 伸縮継手工 鋼製伸縮継手補修 伸縮装置補修 ｍ 0.1  

道路修繕  埋設ジョイント補修 ジョイント規格 

伸縮装置断面積 

工種 

取付部位 

工法区分 

補修形式 

ｍ 0.1  

道路修繕 鋼橋・ＰＣ支承工 支承取替 支承形式 

現場条件 

基 1  

道路修繕 トンネル補修工 低圧注入工法 １トンネル当り補修延べ

延長 

材料種類 

トンネル １  

道路修繕 検査路工 検査路  ｔ 0.1  

道路修繕 沓座拡幅工 チッピング  ㎡ 1 ただし10㎡未満の場

合は0.1㎡ 

道路修繕  削孔 削孔工法 

削孔土質 

孔 1  

道路修繕  アンカーボルト挿入 アンカーボルト種類 

注入材材質 

本 1  

道路修繕  鋼製沓座設置 鋼製沓座種類 

設置箇所数 

箇所 1  

道路修繕 排水施設工 排水桝 桝規格 箇所 1  

道路修繕  排水管 管規格 ｍ 1  

道路修繕 横断歩道橋工 高欄・手摺  ｔ 0.1  

道路修繕  側板 作業区分 

側板規格 

ｔ 0.1  

道路修繕  ノンスリップ ノンスリップの規格 ｍ 1  

道路修繕 ＲＣ橋脚鋼板巻立て

工 

鋼板取付 注入材材質 ㎡ 1  

道路修繕  現場溶接 平均板厚 ｍ 1  

道路修繕  定着用アンカー 径 

削孔長 

箇所 1  

道路修繕  円形基部補強版  段 1  

道路修繕  根巻きコンクリート コンクリート規格 ㎥  1  

道路修繕 橋脚コンクリート巻

立て 

コンクリート削孔 径 

削孔長 

アンカー材の有無 

アンカー材長さ 

箇所 1  

道路修繕  コンクリート巻立て 支柱区分 

施工内容 

㎥  1  

道路修繕  表層 材料種類 

材料規格 

舗装厚 

平均幅員 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

道路修繕 路上路盤再生工 路上路盤再生 混合深さ 

混合用乳剤の有無 

養生工の有無 

砂散布の有無 

㎡ 10 ただし1,000㎡未満の

場合は1㎡ 

道路修繕 床版補強工(鋼板接

着・増桁架設工法) 

鋼板接着  ㎡ 1  

道路修繕  クラック処理 使用材料の種類 ｍ 1  

道路修繕  足場 安全ネットの有無 ㎡ 10  

道路修繕  防護  ㎡ 10  

 



記載の追加

基本事項工　　　種

1-1-35

積算上の注意事項

（控え頁）

10／11

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

現　　行

改　　正

改　正　理　由 一部改正

記載の修正

現行どおり

道路維持 付属物復旧工 ガードケーブル復旧 ガードケーブル規格 

材料費の有無 

作業条件 

ｍ 1  

道路維持  転落(横断)防止柵復旧 防護柵種類 

柵高 

支柱間隔 

根巻コンクリートの有無 

施工区分 

施工規模 

ｍ 1  

道路維持  路側標識復旧 柱規格 

柱長さ 

塗装仕様 

曲げ支柱有無 

施工規模 

基 1  

道路維持  標識板復旧 標識板規格 

添架形式 

[標識設置箇所] 

施工規模 

枚 1  

道路維持  視線誘導標復旧 視線誘導標 

規格施工区分 

施工規模 

本 1  

道路維持  距離標復旧 距離標規格 

作業区分 

本 1  

道路維持  張紙防止シート復旧 シート種類 ㎡ 1  

道路維持 路面清掃工 路面清掃(機械) 作業形態 ㎞ 0.1  

道路維持  路面清掃(路肩部・人力) 作業形態 

塵芥量 

㎞ 0.1  

道路維持  路面清掃(歩道・人力) 作業形態 

塵芥量 

㎡ 1  

道路維持  路面清掃(歩道橋・地下

道・人力) 

作業形態 

塵芥量 

㎡ 1  

道路維持  路面清掃(中央分離帯・

人力) 

作業形態 

塵芥量 

㎡ 1  

道路維持 排水施設清掃工 側溝清掃(人力) 作業形態 

側溝蓋規格 

ｍ 10  

道路維持  側溝清掃(機械) 作業形態 ㎞ 0.01  

道路維持  管渠清掃 作業形態 

作業量区分 

排水管清掃車使用区分 

側溝清掃車使用区分 

散水車の使用区分 

散水車機種 

ｍ 10  

道路維持  桝清掃 作業形態 

機械使用区分 

土砂厚 

箇所 1  

道路維持 橋梁清掃工 伸縮継手清掃 作業形態 ｍ 1  

道路維持  排水管清掃 作業形態 

高所作業車の機械使用条

件 

ｍ 10  

道路維持  トンネル照明器具清掃

(機械) 

作業形態 ㎞ 0.1  

道路維持  トンネル照明器具清掃

(人力) 

作業形態 

高所作業車の機械使用条

件 

灯 1  

道路維持  トンネル壁面清掃 作業形態 

散水車使用区分 

ブラシ使用区分 

㎡ 1  

道路維持 付属物復旧工 舗装版削孔  孔 1  

道路維持 付属物復旧工 ガードケーブル復旧 ガードケーブル規格 

材料費の有無 

作業条件 

ｍ 1  

 

道路維持 排水施設清掃工 側溝清掃(人力) 作業形態 

側溝蓋規格 

ｍ 10  

道路維持  側溝清掃(機械) 作業形態 ㎞ 

ｍ 

0.01 

10 

 

道路維持  集水桝清掃(機械) 作業形態 箇所 1  

道路維持  管渠清掃 作業形態 

作業量区分 

排水管清掃車使用区分 

側溝清掃車使用区分 

散水車の使用区分 

散水車機種 

ｍ 10  

 

次頁へ移動



記載の修正

1-1-36

積算上の注意事項

（控え頁）

11／11

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 基本事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

前頁から移動

道路維持 橋梁清掃工 伸縮継手清掃 作業形態 ｍ 1  

道路維持  排水管清掃 作業形態 

高所作業車の機械使用条

件 

ｍ 10  

道路維持  トンネル照明器具清掃

(機械) 

作業形態 ㎞ 0.1  

道路維持 道路付属物清掃工 トンネル照明器具清掃

(人力) 

作業形態 

高所作業車の機械使用条

件 

灯 1  

道路維持 構造物清掃工 トンネル壁面清掃 作業形態 

散水車使用区分 

ブラシ使用区分 

（貸与の場合：）散水車

機種 

㎡ 1  

 



記載の変更

. .

1-2-20

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 安定処理工

（控え頁）

1／1

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

 （１）固化材の使用量（100ｍ2当り）はロス等を含むものとする。 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

 （１）固化材の使用量（t/100ｍ2当り）はロス等を含むものとする。 



記載の変更

（控え頁）

1／2

工　　　種 型枠工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-4-5

積算上の注意事項

４．２ 型枠工 

 

 １．適用 

 一般土木工事の構造物施工にかかる型枠工に適用する。 

 ただし、鋼橋床版、コンクリート桁、砂防、ダム、トンネル、４．４張りコンクリート工、

第１編(共通編)６章 6.4.1 場所打擁壁工（１）、７章 7.1.1 函渠工（１）、第３編(道路編)      

７章 7.1.1 橋台・橋脚工（１）、１０章 10.1 共同溝工（１）等には適用しない。 

  

 ２．数量算出項目 

 型枠の面積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、型枠の種類、構造物の種類とする。 

 

（１）数量算出項目及び区分一覧表 

      区分 

項目    

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

型枠 

の種類 

構造物 

の種類 
単位 数量 備考 

型 枠 Ｂ ○ ○ ｍ２   

注）１．撤去しない埋設型枠の発泡スチロールについては、平均厚を備考欄に明記する。 

  ２．鉄筋・無筋構造物（合板円形型枠使用）は、半径５ｍ以下の円形部分に適用する。 
 

「型枠」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と面積を算出し、属性情報を用いて型枠の

種類や構造物種別を区分することより「Ｂ」を適用する。 

 

  （２）型枠の種類区分 

型枠の種類による区分は、以下のとおりとする。 

型枠の種類   一般型枠 
  

   
化粧型枠    

   撤去しない埋設型枠 
   

 

  （３）構造物の種類区分 

構造物の種類による区分は、以下のとおりとする。 

構造物の種類   鉄筋・無筋構造物 
  

   
小型構造物    

   
鉄筋・無筋構造物(合板円形型枠使用) 

   
   

トンネル非常駐車帯，箱抜き 
 
均しコンクリート 

 

   
   床版部 
   
   

支承部・連結部    

４．２ 型枠工 

 

 ４．２．１ 型枠工 
 

現行どおり



記載の修正・削除
(歩掛改定に伴う)

改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 型枠工

積算上の注意事項

（控え頁）

2／2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

. .

1-4-8

改　正　理　由 新規
改　　正

現　　行

４．２．２ 型枠工（省力化構造） 
 

 １．適用 

 土木構造物設計マニュアル（案）－樋門編－」（平成 13 年 12 月 21 日国土交通省）に基づき

設計された函渠，胸壁，しゃ水壁，門柱，ゲート操作台，翼壁の内，平均設置高 30ⅿ 以下の

型枠工（円形型枠，化粧型枠を除く）に適用する。 

 なお、上記適用範囲以外は、「第１編（共通編）４.２.１ 型枠工」によるものとする。 

  

 ２．数量算出項目 

 型枠の面積を算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、なし。 

 

（１）数量算出項目及び区分一覧表 

      区分 

項目    

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

単位 数量 備考 

型 枠 Ｂ ｍ２   

注）半径５ｍ以下の円形部分には適用しない。 
 
「型枠」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と面積を算出し、属性情報を用いて型枠の

種類や構造物種別を区分することより「Ｂ」を適用する。 

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通工）１章 基本事項」による。 

 

現行なし



記載の変更

（控え頁）

1／1

工　　　種 コンクリートブロック積(張)工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-5-17

積算上の注意事項

現行どおり

⑨現場打天端コンクリート 

区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 

規格 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

打設条件 

養生工 

の種類 
単位 数量 備考 

現場打天端コンクリ

ート 
Ａ ○ ○ ○ ｍ３   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

⑩現場打小口止コンクリート、プレキャスト小口止ブロック、現場打横帯（隔壁）コンクリート、

プレキャスト横帯（隔壁）ブロック、プレキャスト巻止ブロック 

区 分 

項 目 BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

規格 構造 
養生工の

種類 
単位 数量 備考 

現場打小口止コンクリート Ａ 

○ × 

○ ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ小口止ﾌﾞﾛｯｸ Ｂ × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ小口止ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
Ｂ × ｍ   

現場打横帯（隔壁）ｺﾝｸﾘｰﾄ Ａ ○ ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ横帯（隔壁）ﾌﾞﾛｯｸ Ｂ × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ横帯（隔壁）ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
Ｂ × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ巻止ﾌﾞﾛｯｸ Ｂ × ｍ   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ巻止ﾌﾞﾛｯｸ 

（材料費） 
Ｂ × ｍ   

裏込材 Ｂ × ｍ２   

目地材 Ｂ × ｍ２   

基礎砕石 Ｂ × ｍ２   

 
BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

注）１．必要に応じて数量を項目ごとに算出する。 

２．現場打小口止コンクリート、現場打横帯（隔壁）コンクリートについては、体積（ｍ３）

も算出すること。 

 

（２）規格区分 

コンクリートブロック積、コンクリートブロック張及び緑化ブロック積、プレキャスト小口止

ブロック、プレキャスト横帯（隔壁）ブロック、プレキャスト巻止ブロックは、ブロックの種類、

質量、形状及び大きさごとに区分して算出する。 

現場打小口止コンクリート、現場打横帯（隔壁）コンクリート及び現場打天端コンクリートは、

形状及び寸法ごとに区分して算出する。 

 

  （３）構造区分 

空積（張）及び練積（張）に区分して算出する。 

現行どおり

３．プレキャスト小口止めブロック、プレキャスト横帯（隔壁）ブロックの単位「ｍ」は、

法長とする。 



. .

1-9-4

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 鋼矢板工

記載の変更

（控え頁）

1／1

現行どおり

（２）打込み長又は圧入長を施工箇所（ブロック）ごとに算出する。 
        なお、打込み長又は圧入長に対する最大Ｎ値を算出しておくこと。 
 

               ＜参考＞                                    

型 式 単位質量(ｋｇ/ｍ) 幅(ｍｍ) 

ＳＰ－ⅠＡ ３５．５ ４００ 

ＳＰ－Ⅱ ４８．０ 〃 

ＳＰ－Ⅲ ６０．０ 〃 

ＳＰ－Ⅳ ７６．１ 〃 

ＳＰ－ⅤＬ １０５．０ ５００ 

ＳＰ－ⅥＬ １２０．０ 〃 

ＳＰ－ⅡＷ ６１．８ ６００ 

ＳＰ－ⅢＷ ８１．６ 〃 

ＳＰ－ⅣＷ １０６．０ 〃 

ＳＰ－１０Ｈ ８６．４ ９００ 

ＳＰ－２５Ｈ １１３．０ 〃 

ＳＰ－４５Ｈ １４７．０ 〃 

ＳＰ－５０Ｈ １６７．０ 〃 

 

  （２）打込み長又は圧入長が変化する場合は、分けて算出する。 
打込み長又は圧入長を施工箇所（ブロック）ごとに算出は１枚あたりとする。 

        なお、打込み長又は圧入長に対する最大Ｎ値を算出しておくこと。 



（控え頁）

1／4

工　　　種 場所打杭工、深礎工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-9-10

積算上の注意事項

歩掛廃止に伴い削
除

 
（２）リバースサーキュレーション工 

別紙－１の数量のほか下記の項目について算出する。 
 

   １）コンクリート量 
       Ｑ＝π／４ ×Ｄ２×Ｌ 
              Ｑ：杭１本当りのコンクリート使用量‥（ｍ３/本） 
       Ｄ：設計杭径‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
       Ｌ：設計杭長‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
 
 （３）アースオーガ・硬質地盤用アースオーガ工 
       別紙－１の数量のほか下記の項目について算出する。 
 
       １）土質別の掘削長及び土質係数 
      杭打込長の最小単位は、０．１ｍを標準とする。 
          土質による区分は、以下の通りとする。 
 
              土質         土（レキ質土、粘性土、砂及び砂質土） 

岩塊玉石 
軟岩(Ⅰ)、軟岩(Ⅱ)      
 

          土質係数は掘削する土質毎の係数を加重平均して算出する。なお土質係数は、小数第２位     
を四捨五入して小数第１位とする。 

              （α１×Ｌ１）＋（α２×Ｌ２）＋・・・・・・・・ 
        α＝                         

Ｌ１＋Ｌ２＋・・・・・・・ 
                                αn：各土質の土質係数（次表） 
                Ｌn：各土質の掘削長（ｍ） 
 

土質係数 

土質 

Ｎ値 
土 

岩塊 
玉石 

軟岩Ⅰ 
軟岩Ⅱ 

２０未満 １．０ 
３．２ １．８ 

２０以上 １．１ 

 
 
   ２）アースオーガによるモルタル杭 
      Ｑ＝π／４ ×Ｄ２×Ｌ×10 
       Ｑ：杭１０本当りのモルタル使用量‥‥‥（ｍ３/１０本） 
       Ｄ：杭径‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
       Ｌ：打設長‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
 
   ３）鉄筋かご等 
     鉄筋かご等は、下表のとおり区分して算出する 
      

 
 

長さ（ｍ） 質量（ｔ） 

鉄筋かご ○ ○ 

Ｈ形鋼 ○ ○ 

 
 
 
 
 
 

     【機密性２】  
  20999999_関整××_用途_１年未満  

 
（２）リバースサーキュレーション工 

別紙－１の数量のほか下記の項目について算出する。 
 

   １）コンクリート量 
       Ｑ＝π／４ ×Ｄ２×Ｌ 
              Ｑ：杭１本当りのコンクリート使用量‥（ｍ３/本） 
       Ｄ：設計杭径‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
       Ｌ：設計杭長‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
 
 （２３）アースオーガ・硬質地盤用アースオーガ工 
       別紙－１の数量のほか下記の項目について算出する。 
 
       １）土質別の掘削長及び土質係数 
      杭打込長の最小単位は、０．１ｍを標準とする。 
          土質による区分は、以下の通りとする。 
 
              土質         土（レキ質土、粘性土、砂及び砂質土） 

岩塊玉石 
軟岩(Ⅰ)、軟岩(Ⅱ) 
 

          土質係数は掘削する土質毎の係数を加重平均して算出する。なお土質係数は、小数第２位    
を四捨五入して小数第１位とする。 

              （α１×Ｌ１）＋（α２×Ｌ２）＋・・・・・・・・ 
        α＝                         

Ｌ１＋Ｌ２＋・・・・・・・ 
                                αn：各土質の土質係数（次表） 
                Ｌn：各土質の掘削長（ｍ） 
 

土質係数 

土質 

Ｎ値 
土 

岩塊 
玉石 

軟岩Ⅰ 
軟岩Ⅱ 

２０未満 １．０ 
３．２ １．８ 

２０以上 １．１ 

 
 
   ２）アースオーガによるモルタル杭 
      Ｑ＝π／４ ×Ｄ２×Ｌ×10 
       Ｑ：杭１０本当りのモルタル使用量‥‥‥（ｍ３/１０本） 
       Ｄ：杭径‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
       Ｌ：打設長‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
 
   ３）鉄筋かご等 
     鉄筋かご等は、下表のとおり区分して算出する 
      

 
 

長さ（ｍ） 質量（ｔ） 

鉄筋かご ○ ○ 

Ｈ形鋼 ○ ○ 

 
 
 
 
 
 



改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 場所打杭工、深礎工

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

記載の変更

積算上の注意事項

（控え頁）

2／4

. .

1-9-14

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

     【機密性２】  
  20999999_関整××_用途_１年未満  

 
 
   ２）足場工 
          足場の種類は手摺先行型枠組足場を標準とし、掛面積は次式により算出する。 
 
         掛面積（ｍ２）＝掘削１ｍ当り掛面積（ｍ２）×掘削深（ｍ） 
 
                                  掘削１ｍ当たり掛面積        
 

杭径（ｍ） 
1.5以上 
2.0以下 

2.0を超え 
2.5以下 

2.5を超え 
3.0以下 

3.0を超え 
3.5以下 

3.5を超え 
4.0以下 

4.0を超え 
4.5以下 

掛面積（㎡） １．２ １．５ ３．６ ３．６ ５．０ ６．６ 

杭径（ｍ） 
4.5を超え 
5.0以下 

5.0を超え 
5.5以下 

5.5を超え 
6.0以下 

6.0を超え 
6.5以下 

6.5を超え 
7.0以下 

7.0を超え 
7.5以下 

掛面積（㎡） ８．２ ９．７ １１．３ １２．９ １４．４ １６．０ 

 
   ３）コンクリート及びグラウト使用数量 
      Ｖ＝π／４ ×Ｄ２×Ｌ１ 
       Ｖ ：杭１本当りのコンクリート使用数量 （ｍ３/本） 
       Ｄ ：杭径（公称径）（ｍ） 
       Ｌ１：打設長‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
        注）１．数量算出項目、区分および数量算出方法は「４章コンクリート工 ４．１  コ

ンクリート工」による。 
 
      Ｇ＝０．１０π（Ｄ＋０．１０）×Ｌ２×１．１４ 
       Ｇ ：杭１本当りグラウト使用数量‥‥‥‥（ｍ３/本） 
       Ｄ ：杭径（公称径）（ｍ） 
       Ｌ２：杭１本当りグラウト必要長さ‥‥（ｍ） 
 
        注）１．土留材と地山の間隙をグラウトにより間詰する場合のグラウト使用数量は、          

上式を標準とするが、土質等特別な条件によりこれにより難い場合は、別途           
考慮する。また、グラウトパイプは、必要量を算出する。 

 
 （７）鉄筋工 
    鉄筋の数量は、「４章コンクリート工 ４．３．１鉄筋工」により算出する。 

     【機密性２】  
  20999999_関整××_用途_１年未満  

 
 
   ２）足場工 
          足場の種類は手摺先行型枠組足場を標準とし、掛面積は次式により算出する。 
 
         掛面積（ｍ２）＝掘削１ｍ当り掛面積（ｍ２）×掘削深（ｍ） 
 
                                  掘削１ｍ当たり掛面積        
 

杭径（ｍ） 
1.5以上 
2.0以下 

2.0を超え 
2.5以下 

2.5を超え 
3.0以下 

3.0を超え 
3.5以下 

3.5を超え 
4.0以下 

4.0を超え 
4.5以下 

掛面積（㎡） １．２ １．５ ３．６ ３．６ ５．０ ６．６ 

杭径（ｍ） 
4.5を超え 
5.0以下 

5.0を超え 
5.5以下 

5.5を超え 
6.0以下 

6.0を超え 
6.5以下 

6.5を超え 
7.0以下 

7.0を超え 
7.5以下 

掛面積（㎡） ８．２ ９．７ １１．３ １２．９ １４．４ １６．０ 

 
   ３）コンクリート及びグラウト使用数量 
      Ｖ＝π／４ ×Ｄ２×Ｌ１ 
       Ｖ ：杭１本当りのコンクリート使用数量 （ｍ３/本） 
       Ｄ ：杭径（公称径）（ｍ） 
       Ｌ１：打設長‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ｍ） 
        注）１．数量算出項目、区分および数量算出方法は「４章コンクリート工 ４．１  コ

ンクリート工」による。 
 
      Ｇ＝０．１０π（Ｄ＋０．１０）×Ｌ２×１．１４ 
       Ｇ ：杭１本当りグラウト使用数量‥‥‥‥（ｍ３/本） 
       Ｄ ：杭径（公称径）（ｍ） 
       Ｌ２：杭１本当りグラウト必要長さ‥‥（ｍ） 
 
        注）１．土留材と地山の間隙をグラウトにより間詰する場合のグラウト使用数量は、          

上式を標準とするが、土質等特別な条件によりこれにより難い場合は、別途           
考慮する。また、グラウトパイプは、必要量を算出する。 

 
 （６７）鉄筋工 
    鉄筋の数量は、「４章コンクリート工 ４．３．１鉄筋工」により算出する。 

現行どおり



1-9-20

積算上の注意事項

（控え頁）

3／4

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 ニューマチックケーソン基礎工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

記載の追加

②足場材の賃料を計上する場合，次式の通り算定することができる。 
賃料＝ L×（M1×T＋M2）×A（円） 

        L：賃料係数（1.3） 
        M1：先行据置２段手すりの 1日当たりの賃料（円/日） 
        M2：先行据置２段手すりの基本料金（円） 
        T ：足場材の供用日数（日） 
        A ：足場の掛面積（掛 m2） 
 

１） 止水壁ケーソンの算出イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎足場掛面積の算出例                                      
・外側足場 

ケーソン外周 54ｍ、外側足場の 1ロット目高さ５ｍ、２ロット目高さ４ｍ 
供用日Ｔ：212日、先行据置２段手すりの 1日当たり賃料Ｍ１：7.2円/日、先行据置２段 
手すりの基本料金Ｍ２：320円の場合 

 
初期２ロット分外周面積＝54ｍ×（５ｍ＋４ｍ）＝486ｍ２ 
外側足場掛面積＝486ｍ２×1.3≒632（掛ｍ２） 
足場材賃料＝1.3×（7.2円/日×212日＋320円）×632（掛ｍ２）≒1,517,002円 

 
・内側足場 

ケーソン外周 54ｍ、内側足場の 1ロットあたり高さ４ｍ、必要ロット数７ 
供用日Ｔ：212日、先行据置２段手すりの 1日当たり賃料Ｍ１：7.2円/日、先行据置２段 
手すりの基本料金Ｍ２：320円の場合 

内側足場は、ケーソン１基当り全内側足場掛 m2の 1/2に全供用日数を計上･･･足場材賃料① 
全内側足場の残り 1/2掛 m2に全供用日数の 1/2を計上･････････････････････足場材賃料② 

 
必要ロット分外周面積＝54ｍ×（７×４ｍ）＝1,512ｍ２ 
内側足場掛面積＝1,512ｍ２×0.55≒832（掛ｍ２） 
足場材賃料①＝1.3×（7.2円/日×212日＋320円）×832（掛ｍ２）÷２ 
≒998,533円 
足場材賃料②＝1.3×（7.2円/日×212日÷２＋320円）×832（掛ｍ２）÷２ 
≒585,795円 
足場材賃料＝998,533円＋585,795円＝1,584,328円 
 

算出対象のケーソン外周 

算出対象のケーソン外周 

内
側
足
場
計
上
高
さ

 

外
側
足
場
計
上
高
さ

 

②足場材の賃料を計上する場合，次式の通り算定することができる。 
賃料＝ L×（M1×T＋M2）×A（円） 

        L：賃料係数（1.3） 
        M1：先行据置２段手すりの 1日当たりの賃料（円/日） 
        M2：先行据置２段手すりの基本料金（円） 
        T ：足場材の供用日数（日） 
        A ：足場の掛面積（掛 m2） 
 

１） 止水壁ケーソンの算出イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎足場掛面積の算出例                                      
・外側足場 

ケーソン外周 54ｍ、外側足場の 1ロット目高さ５ｍ、２ロット目高さ４ｍ 
供用日Ｔ：212日、先行据置２段手すりの 1日当たり賃料Ｍ１：7.2円/日、先行据置２段 
手すりの基本料金Ｍ２：320円の場合 

 
初期２ロット分外周面積＝54ｍ×（５ｍ＋４ｍ）＝486ｍ２ 
外側足場掛面積＝486ｍ２×1.3≒632（掛ｍ２） 
足場材賃料＝1.3×（7.2円/日×212日＋320円）×632（掛ｍ２）≒1,517,002円 

 
・内側足場 

ケーソン外周 54ｍ、内側足場の 1ロットあたり高さ４ｍ、必要ロット数７ 
供用日Ｔ：212日、先行据置２段手すりの 1日当たり賃料Ｍ１：7.2円/日、先行据置２段 
手すりの基本料金Ｍ２：320円の場合 

内側足場は、ケーソン１基当り全内側足場掛 m2の 1/2に全供用日数を計上･･･足場材賃料① 
全内側足場の残り 1/2掛 m2に全供用日数の 1/2を計上･････････････････････足場材賃料② 

 
必要ロット分外周面積＝54ｍ×（７×４ｍ）＝1,512ｍ２ 
内側足場掛面積＝1,512ｍ２×0.55≒832（掛ｍ２） 
足場材賃料①＝1.3×（7.2円/日×212日＋320円）×832（掛ｍ２）÷２ 
≒998,533円 
足場材賃料②＝1.3×（7.2円/日×212日÷２＋320円）×832（掛ｍ２）÷２ 
≒585,795円 
足場材賃料＝998,533円＋585,795円＝1,584,328円 

 
※上記計算は一例であり、実際の算出は作業実態に合わせて適切に算出すること

算出対象のケーソン外周 

算出対象のケーソン外周 

内
側
足
場
計
上
高
さ

 

外
側
足
場
計
上
高
さ

 

現行どおり



1-9-22

積算上の注意事項

（控え頁）

4／4

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

工　　　種 ニューマチックケーソン基礎工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

記載の追加

必要ロット分外周面積＝54ｍ×（２×４ｍ）＝432ｍ２ 
内側足場掛面積＝432ｍ２×0.55≒238（掛ｍ２） 
足場材賃料①＝1.3×（7.2円/日×93日＋320円）×238（掛ｍ２）÷２ 
≒153,091円 
足場材賃料②＝1.3×（7.2円/日×93日÷２＋320円）×238（掛ｍ２）÷２ 
≒101,298円 
足場材賃料＝153,091円＋101,298円＝254,389円 

 
 
 （７）沈下促進 
    載荷工法は、水荷重（ポンプによる注排水）を標準とし、水量（ｔ）を算出する。     
 
 （８）送気延長は、空気圧縮機からゲージ設備までと、ゲ－ジ設備からケーソンまでとに区分し   

て算出する。 

 

 

必要ロット分外周面積＝54ｍ×（２×４ｍ）＝432ｍ２ 
内側足場掛面積＝432ｍ２×0.55≒238（掛ｍ２） 
足場材賃料①＝1.3×（7.2円/日×93日＋320円）×238（掛ｍ２）÷２ 
≒153,091円 
足場材賃料②＝1.3×（7.2円/日×93日÷２＋320円）×238（掛ｍ２）÷２ 
≒101,298円 
足場材賃料＝153,091円＋101,298円＝254,389円 
 

※上記計算は一例であり、実際の算出は作業実態に合わせて適切に算出すること 
 
 
 （７）沈下促進 
    載荷工法は、水荷重（ポンプによる注排水）を標準とし、水量（ｔ）を算出する。     
 
 （８）送気延長は、空気圧縮機からゲージ設備までと、ゲ－ジ設備からケーソンまでとに区分し   

て算出する。 

 

 

現行どおり



記載の変更

（控え頁）

1／1

工　　　種 土のう工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

1-11-30

積算上の注意事項

現行どおり



記載の修正・削除
(歩掛改定に伴う)

記載の修正・削除
(歩掛改定に伴う)

. .

1-11-34

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 アンカー工（ロータリーパーカッション式）

（控え頁）

1／3

１１．１０ アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

 １．適用 

 ロータリーパーカッション式ボーリングマシンにより削孔を行い、引張鋼材にてアンカー

を施工し、長期に供用するものに適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 削孔（アンカー）、アンカー鋼材加工・組立、挿入、緊張・定着・頭部処理（アンカー）、

グラウト注入（アンカー）、ボーリングマシン移設（アンカー）、足場工（アンカー）を区分

ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、足場工の有無、方式、呼び径、土質、防食方式、アンカー鋼材、削孔長、設計荷

重、頭部処理の有無とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  

区 分 
項 目 

BIM/
CIM
モデ
ル 

属 性 情 報 

足場
工の
有無 

方式 
呼び
径 

土質 
防食
方式 

アン
カー
鋼材 

削孔
長 

設計
荷重 

頭部
処理
の 
有無 

単位 数量 備考 

削 孔 
( ア ン カ ー ) 

Ｂ ○ ○ ○ ○      ｍ   

アンカー鋼材
加工・組立，挿
入，緊張・定着
・ 頭 部 処 理 
( ア ン カ ー ) 

Ｂ     ○ ○ ○ ○ ○ 本   

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

 （２）呼び径区分 

呼び径による区分は、以下のとおりとする。呼び径とは、ドリルパイプ外径（ｍｍ）をいう。

呼び径 
  

φ ９０ｍｍ（単管方式・二重管方式） 
  

   
φ１１５ｍｍ（単管方式・二重管方式）    

   
φ１３５ｍｍ（単管方式・二重管方式）    

   
φ１４６ｍｍ（二重管方式）    

 

１１．１０ アンカー工（ロータリーパーカッション式） 

 

 １．適用 

 ロータリーパーカッション式ボーリングマシンにより二重管による削孔を行い、引張鋼材

にてアンカーを施工しアンカー鋼材にて引張力を地盤に伝達し、長期に供用するものグラウ

ンドアンカー工法に適用する。 

 

現行どおり

（２）呼び径区分 

呼び径による区分は、以下のとおりとする。呼び径とは、ドリルパイプ外径（ｍｍ）をいう。

呼び径 
  

φ ９０ｍｍ（単管方式・二重管方式） 
  

   
φ１１５ｍｍ（単管方式・二重管方式）    

   
φ１３５ｍｍ（単管方式・二重管方式）    

   
φ１４６ｍｍ（二重管方式）    

 



記載の修正・削除
(歩掛改定に伴う)

. .

1-11-35

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

2／3

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

工　　　種 アンカー工（ロータリーパーカッション式）

改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

 （３）土質区分 

土質区分は、以下のとおりとする。 

土 質 区 分   粘性土、砂質土（単管方式・二重管方式） 
  

   
レキ質土（単管方式・二重管方式）    

   
玉石混り土（単管方式・二重管方式）    

   
軟岩（二重管方式）    

   
硬岩（二重管方式）    

注）１．硬岩は、コンクリートを含む。 

  ２．土砂を貫通して岩部分にアンカーを定着する場合は、二重管削孔を標準とする。

 

 （４）方式 

方式は、以下のとおりとする。 

方   式 
  

単管 
  

   
二重管    

注）土砂を貫通して岩部分にアンカーを定着する場合は、二重管削孔を標準とする。 

 

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。

 

（１）アンカーの内訳は下記の項目で算出する。 
区 分 

 
項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属 性 情 報 

規 格 単 位 数 量 備 考 

ア ン カ ー 鋼 材 Ｂ ○ ｍ   

注 入 パ イ プ Ｂ ○ ｍ   

シ ー ス Ｂ ○ ｍ   

防 錆 材 Ｂ ○ kg   

定 着 加 工 用 具 Ｂ ○ 組  
ﾊﾟｲﾛｯﾄｷｬｯﾌﾟ 
ｽﾍﾟｰｻ等 

ア ンカ ー定 着具 Ｂ ○ 組  
ｱﾝｶｰﾍｯﾄﾞ､ﾌﾟﾚｰﾄ､ 
ｸｻﾋﾞ等 

グ ラ ウ ト Ｂ ○ ｍ３   

足 場 Ｂ ○ 空ｍ３   

 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）数量は、必要量（ロスを含む）を算出すること。 

 

 （２）削孔長区分 

削孔長による区分は、以下のとおりとする。 

削 孔 長 
  

１０ｍ以内 
  

   
１０ｍを超える    

 

 （３）土質区分 

土質区分は、以下のとおりとする。 

土 質 区 分   粘性土、砂質土（単管方式・二重管方式） 
  

   
レキ質土（単管方式・二重管方式）    

   
玉石混り土（単管方式・二重管方式）    

   
軟岩（二重管方式）    

   
硬岩（二重管方式）    

注）１．硬岩は、コンクリートを含む。 

  ２．土砂を貫通して岩部分にアンカーを定着する場合は、二重管削孔を標準とする。

 

 （４）方式 

方式は、以下のとおりとする。 

方   式 
  

単管 
  

   
二重管    

注）土砂を貫通して岩部分にアンカーを定着する場合は、二重管削孔を標準とする。 

現行どおり



記載の変更

工　　　種 アンカー工（ロータリーパーカッション式）

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

1-11-36

積算上の注意事項

（控え頁）

3／3

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

（３）設計荷重区分 

設計荷重は、以下の区分で算出する。 

設計荷重   ｆ＜４００ｋＮ未満 
  

   
４００ｋＮ≦ｆ＜１，３００ｋＮ    

   
１，３００ｋＮ≦ｆ＜２，０００ｋＮ    

 

 

 （４）頭部処理の有無区分 

頭部処理の有無による区分は、以下のとおりとする。 

頭部処理の有無 
  

有り 
  

   
無し    

 

 

（５）足場 

足場は、施工場所が既設の構造物（斜面）等で必要な場所に計上する。 

また、作業面の足場幅は、4.5ｍを標準とする。 

 

 

（６）グラウト 

１）グラウトの使用量 

グラウトの使用量は、次式を参考とし、材料の補正（ロス）を含んだ数量を算出する。 

 

Ｖ＝ 
Ｄ２×π 

×Ｌ×（１＋Ｋ） 
４×１０６ 

 
Ｖ：注入量（ｍ3） 

Ｄ：ドリルパイプの外径（mm) 

Ｌ：削孔長（ｍ） 

Ｋ：補正係数 

注）補正係数は２．２を標準とするが、過去の実績や地質条件等により本係数を

使用することが不適当な場合は、別途考慮すること。 

 

前頁へ移動

現行どおり



（控え頁）

1／2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 排水材設置工

. .

積算上の注意事項

改　正　理　由 新規
改　　正

現　　行

記載の変更

現行なし

 

 

 

 

 

 

 

13 章   排水材設置工 

 

 

 

 

 

13.1 排水材設置工 



改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 排水材設置工

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

2／2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

記載の変更

. .

改　正　理　由 新規
改　　正

現行なし

１３章 排水材設置工 

１３．１ 排水材設置工 

 

 １．適用 

構造物（橋台，擁壁，ボックスカルバート等）埋戻し背面のコンクリート面に帯状の排水

材（全透水型（立体網状体及びメッシュチューブ型等））を設置する作業に適用する。 

 
 ２．数量算出項目 

排水材設置工の延長を区分ごとに算出する。 

 
 ３．区分 

 区分は、数量算出項目及び区分一覧表によるものとする。 

 
 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

 

            区 分 

項 目 

BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

幅 

厚さ 
単位 数量 備考 

排水材設置工 Ｂ ○ ｍ   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
注）１．排水材の設置方法は，コンクリート釘，接着剤，固定金具等を用いて固定する方法を

標準とする。 

    ２．固定金具を用いて固定する金具材料の材料費は，必要に応じて別途計上する。 

  ３．水抜きパイプ等に接続する継手材料の材料費及び施工費は，必要に応じて別途計上す

る。 
 

４．数量算出方法 
      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか，下記の方法によるものとする。
 

  （１）施工延長（Ｌ）のとり方は，下図のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌ

Ｌ

構造物背面

排水材



記載の変更

記載の変更

. .

2-1-3

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 消波根固めブロック工

（控え頁）

1／1

 （１）乱積 

乱積の場合は、横断面図より空体積を計算し、コンクリートブロックの空隙率を考慮し、次式

より算出する。 

Ｎ＝ 
Ｖ（１－ａ） 

 Ｎ＝個数（個） 

Ｖ＝空体積（ｍ３） 

ｖ＝１個当り空体積（ｍ３／個） 

ａ＝空隙率 

Ｖｖ 

 

  ③消波根固めブロック据付 

     区分 
項目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

ﾌﾞﾛｯｸ

規格 
据付 
場所 

ﾌﾞﾛｯｸ 
１０個 
当り 
連結 
金具 
設置 
数量 

据付 
方法 

ｸﾚｰﾝ 

機種 単位 数量 備考 

消波根固め 
ﾌﾞﾛｯｸ横取り Ｂ 〇 〇 実数 〇 〇 個   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
注）据付け（水中）とは、据付作業の内、玉外し作業又はブロックの据付位置の確認作業を水 
中で行う場合に適用する。 

 

  ④消波根固めブロック運搬 

     区分 

項目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

ﾌﾞﾛｯｸ 

規格 

作業 

区分 

ﾄﾗｯｸ１

台 

当り 

ﾌﾞﾛｯｸ 

積載個数 

ﾄﾗｯｸ 

１台当り 

運搬距離 

単位 数量 備考 

消波根固め 

ﾌﾞﾛｯｸ運搬 
Ｂ ○ ○ ○ ○ 個   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
注）１．運搬距離は片道であり、往路と復路が異なる場合は、平均値とする。片道運搬距離が 
１５ｋｍを超える場合は、別途考慮すること。 

 
 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

 （１）乱積 

乱積の場合は、横断面図より空体積を計算し、コンクリートブロックの空隙率を考慮し、次式 

より算出する。 

Ｎ＝ 
Ｖ（１－ａ） 

 Ｎ＝個数（個） 

Ｖ＝空体積（ｍ３） 

ｖ＝１個当り空体積（ｍ３／個） 

ａ＝空隙率 

Ｖ 

 （２）層積 

層積における設置間隔については、ブロックメーカーのカタログによるものとする。 

 

 （３）トラック１台当りブロック積載個数（ｎ）は、ブロックの形状、寸法及びトラック等の荷台 

寸法、積載質量を考慮して決定するが、一般の場合は、下記による。 

ｎ＝Ｘ／Ｗ（小数以下切り捨て） 

Ｘ ： トラック等の積載質量            （ｔ） 

Ｗ ： ブロック１個当りの質量（実質量）      （〃） 

  ③消波根固めブロック据付 

     区分 
項目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

ﾌﾞﾛｯｸ

規格 
据付 
場所 

ﾌﾞﾛｯｸ 
１０個 
当り 
連結 
金具 
設置 
数量 

据付 
方法 

ｸﾚｰﾝ 

機種 単位 数量 備考 

消波根固め 
ﾌﾞﾛｯｸ横取り据付 Ｂ 〇 〇 実数 〇 〇 個   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
注）据付け（水中）とは、据付作業の内、玉外し作業又はブロックの据付位置の確認作業を水 

中で行う場合に適用する。 



（控え頁）

1／2

工　　　種 浚渫工（ポンプ式浚渫船）

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

2-3-2

積算上の注意事項

歩掛廃止に伴い削
除

３章 浚渫工 

 

３．１ 浚渫工（ポンプ式浚渫船） 
 

 １．適用 

  
 河川及び湖沼におけるポンプ式浚渫船による浚渫工事に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 浚渫土量，排砂管，受枠，フロータ，水上管用ジョイント，仕切弁，曲管，分岐管の数量を

区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、管径，設置高さ，規格とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表  

区 分 
 
項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属 性 情 報 

管径 設置高さ 規格 数量 備   考 

浚 渫 土 量 土構造 × × × ｍ３  

 
 

浚渫面積 Ｂ × × × ｍ２  

浚渫深さ Ｂ × × × ｍ  

排 砂 管 Ｂ ○ ○ ○ ｍ 

本 

陸上部と水上部に分けて

算出し、使用本数について

も算出する。 

受 枠 Ｂ ○ ○ ○ ｍ 
本 

陸上部排砂管設置延長を

算出し、使用本数について

も算出する。 

フ ロ ー タ Ｂ ○ × ○ 組  

水上管用ｼﾞｮｲﾝﾄ Ｂ ○ × ○ 個  

仕 切 弁 Ｂ ○ × ○ 個  

曲 管 Ｂ ○ × ○ 本  

分 岐 管 Ｂ ○ × ○ 本  
 
   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

     ※排砂管は、１本当たり６ｍを標準とする。 

       受枠間隔は、排砂管６ｍもの１本につき受枠を２組とし、その間隔は３ｍを標準とする。 

 

 

 

 

 

３章 浚渫工 

 

３．１ 浚渫工（ポンプ式浚渫船） 
 

 １．適用 

  
 河川及び湖沼におけるポンプ式浚渫船による浚渫工事に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 浚渫土量，排砂管，受枠，フロータ，水上管用ジョイント，仕切弁，曲管，分岐管の数量を

区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、管径，設置高さ，規格とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 
 
項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属 性 情 報 

管径 設置高さ 規格 数量 備   考 

浚 渫 土 量 土構造 × × × ｍ３  

 
 

浚渫面積 Ｂ × × × ｍ２  

浚渫深さ Ｂ × × × ｍ  

排 砂 管 Ｂ ○ ○ ○ ｍ 

本 

陸上部と水上部に分けて

算出し、使用本数について

も算出する。 

受 枠 Ｂ ○ ○ ○ ｍ 
本 

陸上部排砂管設置延長を

算出し、使用本数について

も算出する。 

フ ロ ー タ Ｂ ○ × ○ 組  

水上管用ｼﾞｮｲﾝﾄ Ｂ ○ × ○ 個  

仕 切 弁 Ｂ ○ × ○ 個  

曲 管 Ｂ ○ × ○ 本  

分 岐 管 Ｂ ○ × ○ 本  
 
   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

     ※排砂管は、１本当たり６ｍを標準とする。 

       受枠間隔は、排砂管６ｍもの１本につき受枠を２組とし、その間隔は３ｍを標準とする。 

 

 

 

 

 



改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 浚渫工（ポンプ式浚渫船）

積算上の注意事項

（控え頁）

2／2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

歩掛廃止に伴い削
除

. .

2-3-3

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

 （２）設置高さ区分 

     設置高さによる区分は、以下によるものとする。 

       設置高さ 
  

笠木のみ 

地上より０ｍ  を超え～１．５ｍ以下 

地上より１．５ｍを超え～２．５ｍ以下 

地上より２．５ｍを超え～３．５ｍ以下 
                （注）設置高さとは、笠木の地上からの高さである。 

 

４．参 考 

 

受 枠 の 構 造 図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注）単位は「ｍ」とし、（ ）は管径が３５０ｍｍ～５６０ｍｍの場合の使用材とする。 

 

 

                            受 枠 の 間 隔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

筋違 0.09×3.0

胴木 0.09×6.5

鎹

0.12×1.5
(0.12×1.8)

1
.0

1
.0

(0.12×1.8)

(0.12×1.8)
笠木 0.12×1.5

杭木 0.12×3.0

Ｄ.

笠木

Ｃ.

笠木 0.12×1.5

鎹

2
.0

鉄線

胴木 0.09×6.5

Ａ.

Ｂ.

笠木 0.12×1.5

鎹

杭木 0.12×2.0

1
.0

鉄線

筋違 0.09×4.01
.5

3
.0

杭木 0.12×4.5

1.0
(1.3)

1.0

1.0

ジョイント ジョイント受枠の笠木

排砂管

1.5ｍ 1.5ｍ 1.5ｍ 1.5ｍ

3.0ｍ 3.0ｍ 3.0ｍ

 （２）設置高さ区分 

     設置高さによる区分は、以下によるものとする。 

       設置高さ 
  

笠木のみ 

地上より０ｍ  を超え～１．５ｍ以下 

地上より１．５ｍを超え～２．５ｍ以下 

地上より２．５ｍを超え～３．５ｍ以下 
                （注）設置高さとは、笠木の地上からの高さである。 

 

４．参 考 

 

受 枠 の 構 造 図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注）単位は「ｍ」とし、（ ）は管径が３５０ｍｍ～５６０ｍｍの場合の使用材とする。 

 

 

                            受 枠 の 間 隔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

筋違 0.09×3.0

胴木 0.09×6.5

鎹

0.12×1.5
(0.12×1.8)

1
.0

1
.0

(0.12×1.8)

(0.12×1.8)
笠木 0.12×1.5

杭木 0.12×3.0

Ｄ.

笠木

Ｃ.

笠木 0.12×1.5

鎹

2
.0

鉄線

胴木 0.09×6.5

Ａ.

Ｂ.

笠木 0.12×1.5

鎹

杭木 0.12×2.0

1
.0

鉄線

筋違 0.09×4.01
.5

3
.0

杭木 0.12×4.5

1.0
(1.3)

1.0

1.0

ジョイント ジョイント受枠の笠木

排砂管

1.5ｍ 1.5ｍ 1.5ｍ 1.5ｍ

3.0ｍ 3.0ｍ 3.0ｍ



記載の修正・削除
(歩掛改定に伴う)

記載の修正・削除
(歩掛改定に伴う)

. .

2-4-7

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 伐木除根工

（控え頁）

1／1

  ③集積積込み（人力施工）（伐木除根） 

項 目 
BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

単位 数量 備考 

集積 
（人力施工） 
（伐木除根） 

Ｂ ｍ２   

積込み 
（人力施工） 
（伐木除根） 

Ｂ ｍ２   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）現場外搬出時の積込作業は含まない。 

 
  ④運搬（伐木除根） 

    区 分 

項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

積込

条件 

除根作業の

有無 
ＤＩＤ区

間の有無 
運搬距離 

単

位 

数 

量 

備 

考 

運搬 

(伐木除根） 
Ｂ 〇 〇 〇 〇 ｍ２   

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 

  ⑤伐木・伐竹（複合）（伐木、除根、整地、集積積込までの一連の作業を含む） 

    区 分 

項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

樹木・竹の

区分樹木密

集度 

除根作

業の有

無 

集積積込み

作業の区分 
単位 数 量 備 考 

伐木･伐竹 
(複合） 

Ｂ 〇 〇 〇 ｍ２   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
 
  （２）樹木・竹の区分 樹木密集度による区分 

樹木・竹の区分 樹木密集度   伐木（粗）（１０本/１００ｍ２未満）   
   伐木（中）（１０本/１００ｍ２以上５０本/１００ｍ２未満）    
  伐木（密）（５０本/１００ｍ２以上）    
   

伐竹    
 
（３）除根作業の有無による区分 

除根作業の有無   有り   
   

無し    
 

（４）積込条件による区分 

（除根作業が必要（有り）な場合は、機械施工となる） 

積込条件   人力施工   
   

機械施工    
 

  ④運搬（伐木除根） 

    区 分 

項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

積込

条件 

除根作業の

有無 
ＤＩＤ区

間の有無 
運搬距離 

単

位 

数 

量 

備 

考 

運搬 

(伐木除根） 
ＢＤ 〇 〇 〇 〇 

ｍ２

３ 
  

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

（２）樹木・竹の区分 樹木密集度による区分 

樹木・竹の区分 樹木密集度   伐木（人力施工：粗）（１０本/１００ｍ２未満）   
   伐木（人力施工：中） 

（１０本/１００ｍ２以上５０本/１００ｍ２未満） 
   

  
伐木（人力施工：密）（５０本/１００ｍ２以上）    

   
伐木（機械施工）    

   
伐竹    

 

現行どおり

現行どおり

現行どおり



記載の変更

. .

2-4-18

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 笠コンクリートブロック据付工

（控え頁）

1／1

４．８ 笠コンクリートブロック据付工 

 

 １．適用 

 矢板護岸工に使用する１．１ｔ未満のプレキャスト笠コンクリートブロックの据付に適用す

る。 

 

 ２．数量算出項目 

 笠コンクリートブロックの延長、中詰コンクリートの体積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、中詰コンクリート型枠の有無、中詰コンクリート規格、中詰コンクリート１００ｍ

当り設計量とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

 

区 分 
項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ 
型枠の有無 

中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ 
規格 

中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ 
100ｍ当り 
設計量 

単位 数量 備考 

笠ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ Ａ ○ ○ ○ ｍ   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）基礎砕石の敷均し厚は、１０㎝以下を標準とし、材料の種別・規格を問わない。 

 

 （２）規格区分 

１）笠コンクリートブロック 

規格には、笠コンクリートブロック１個当りの寸法を記載する。 

注）１００ｍ当りのブロック個数も算出すること。 

 

２）中詰コンクリート 

使用するコンクリートの規格を記載する。 

注）１００ｍ当りの設計量（ｍ３）も算出すること。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

 

区 分 
項 目 

BIM/CIM 
モデル 

属性情報 

笠ｺﾝｸﾘｰﾄ 
ﾌﾞﾛｯｸ規格 

中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ 
型枠の有無 

中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ 
規格 

中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ 
100ｍ当り 
設計量 

単位 数量 備考 

笠ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ Ａ ○ ○ ○ ○ ｍ   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）基礎砕石の敷均し厚は、１０㎝以下を標準とし、材料の種別・規格を問わない。 



（控え頁）

1／1

工　　　種 グラウトホール工

改　正　理　由 新規
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

積算上の注意事項

４．９ グラウトホール工 

 

 １．適用 

河川における樋門・樋管のグラウトホールの施工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

沈下板設置・グラウト管設置、グラウト管、均しコンクリート箱抜用型枠設置撤去・間詰コ

ンクリート打設の数量を算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、規格とする。 

 

 （１）数量算出項目一覧表 

区 分 

項 目 
BIM/CIM 

モデル 
属性情報 

規格 単位 数量 備考 

沈下板設置・グラウト管
設置 

Ｂ × 組   

グラウト管（材料費） Ｂ 〇 組   

均しコンクリート箱抜用
型枠設置撤去・ 
間詰コンクリート打設 

Ｂ × 組   

    BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
    注）グラウト管の１組とは、沈下板及びグラウト管とする。 

 

 ４．数量算出方法 

数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」による。 

 

現行なし



（控え頁）

1／1

工　　　種 消波工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

2-７-4

積算上の注意事項

記載の変更

 ４．数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

 （１）ブロック１個当りコンクリート設計量（ｍ３／個）、型枠面積（ｍ２／個）及び必要に 

   応じて鉄筋（連結用フックを含む）量（ｔ／個）を径毎に算出する。 

 ４．数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

 （１）ブロック１個当りコンクリート設計量（ｍ３／個）、コンクリート規格、１個当り型枠面積 

（ｍ２／個）及び必要に応じて鉄筋（連結用フックを含む）量（ｔ／個）を径毎に算出する。 



記載の変更

記載の変更

. .

3-1-11

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 排水性アスファルト舗装工

（控え頁）

1／1

１．７ 排水性アスファルト舗装工 

 

 １．適用 

車道における排水性アスファルト舗装工事に適用する。 

なお、平均施工幅員が１．４ｍ未満の場合において、１層当り平均仕上り厚が５０ｍｍを超え

る場合、平均施工幅員が２．４ｍ以上の場合において、１層当り平均仕上り厚が６５ｍｍ以上の

場合を除く。 

 

 ２．数量算出項目 

排水性アスファルト舗装面積、導水パイプ延長を区分ごとに算出する。面積＝本線＋すりつけ

部＋非常駐車帯を算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、平均施工幅員、１層当り平均仕上り厚、導水パイプの設置の有無、片側車線数、規格

、瀝青材料の規格とする。 

 

  （１）数量算出項目及び区分一覧表  

       区 分 

項 目 

BIM/ 

CIM 

モ 

デ 

ル 

属 性 情 報 

平

均

施

工

幅

員 

１層当

り平均

仕上り

厚 

(ｍｍ) 

導水パ

イプの

設置の

有無 

片側

車線

数 

規格

(材

料) 

瀝青

材料

の規

格 

単

位 

数

量 
備考 

排水性舗装・ 

表層 

(車道･路肩部) 
Ｂ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ｍ２   

導水パイプ Ｂ  －   ○  ｍ  
平均施工

幅員１．

４ｍ未満 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

 （２）平均施工幅員 

平均施工幅員による区分は、下記のとおりとする。 

① １．４ｍ未満 

② ２．４ｍ以上 

 

 （３）規格区分 

材料の規格を示すとともに、締固め後密度も示す。  

１．７ 排水性アスファルト舗装工 

 

 １．適用 

車道における排水性アスファルト舗装工事に適用する。 

なお、平均施工幅員が１．４ｍ未満の場合において、１層当り平均仕上り厚が５０ｍｍを超え

る場合、平均施工幅員が２．４ｍ以上の場合において、１層当り平均仕上り厚が６５ｍｍ以上の

場合を除く。 

 

 ２．数量算出項目 

排水性アスファルト舗装面積、導水パイプ延長を区分ごとに算出する。面積＝本線（舗装端部

含む）＋すりつけ部＋非常駐車帯を算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、平均施工幅員、１層当り平均仕上り厚、導水パイプの設置の有無、片側車線数、規格

、瀝青材料の規格とする。 

 

  （１）数量算出項目及び区分一覧表  

       区 分 

項 目 

BIM/ 

CIM 

モ 

デ 

ル 

属 性 情 報 

平

均

施

工

幅

員 

１層当

り平均

仕上り

厚 

(ｍｍ) 

導水パ

イプの

設置の

有無 

片側

車線

数 

規格

(材

料) 

瀝青

材料

の規

格 

単

位 

数

量 
備考 

排水性舗装・ 

表層 

(車道･路肩部) 
Ｂ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ｍ２   

導水パイプ Ｂ  －   ○  ｍ  
平均施工

幅員１．

４ｍ未満 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

 （２）平均施工幅員 

平均施工幅員による区分は、下記のとおりとする。 

① １．４ｍ未満 

② ２．４ｍ以上 

 

 （３）規格区分 

材料の規格を示すとともに、締固め後密度も示す。  



記載の修正・削除
(歩掛改定に伴う)

記載の修正・削除
(歩掛改定に伴う)

（控え頁）

1／1

工　　　種 踏掛版工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

3-1-16

積算上の注意事項

１．１２ 踏掛版工 

 

 １．適用 

厚さ０．３５ｍ以上０．６ｍ以下の現場打ちの踏掛版の設置に適用する。 

ただし、主たる鉄筋が太径鉄筋（Ｄ３８以上Ｄ５１以下）の場合には適用しない。 

 

 ２．数量算出項目 

コンクリート体積を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、コンクリート規格、鉄筋量、ゴム支承の有無、鉄筋材料規格・径とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

       区 分 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

ｺﾝｸﾘｰﾄ

規格 

鉄筋

量 

ゴム支承

の有無 

鉄筋材料

規格･径 
単位 数量 備考 

踏掛版 Ａ ○ ○ ○ ○ ｍ３   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．アンカーボルトは踏掛版受台にて施工されるため含まない。 

  ２．鉄筋量は、踏掛版１箇所当りの鉄筋量とする（スパイラル筋は含まない）。 

  ３．路盤材の敷設は含まない。 

  ４．コンクリートのロスを含む。 

 

 （２）鉄筋量区分 

① ０．０８ｔ／ｍ３以上 ０．１０ｔ／ｍ３未満 

② ０．１０ｔ／ｍ３以上 ０．１２ｔ／ｍ３未満 

③ ０．１２ｔ／ｍ３以上 ０．１４ｔ／ｍ３未満 

④ ０．１４ｔ／ｍ３以上 ０．１６ｔ／ｍ３未満 

⑤ ０．１６ｔ／ｍ３以上 ０．１８ｔ／ｍ３未満 

⑥ ０．１８ｔ／ｍ３以上 ０．２０ｔ／ｍ３未満 

⑦ ０．２０ｔ／ｍ３以上 ０．２２ｔ／ｍ３未満 

⑧ ０．２２ｔ／ｍ３以上 ０．２４ｔ／ｍ３未満 

⑨ ０．２４ｔ／ｍ３以上 ０．２６ｔ／ｍ３未満 

⑩ ０．２６ｔ／ｍ３以上 ０．２８ｔ／ｍ３未満 

⑪ ０．２８ｔ／ｍ３以上 ０．３０ｔ／ｍ３未満 

⑫ ０．３０ｔ／ｍ３以上 ０．３２ｔ／ｍ３未満 

⑬ ０．３２ｔ／ｍ３以上 ０．３４ｔ／ｍ３未満 

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

 （１）作業土工は、「第１編（共通編）２章土工」によるものとする。 

現行どおり

現行どおり

１．１２ 踏掛版設置工 

 

 １．適用 

厚さ０．３５ｍ以上０．６０．６５ｍ以下の現場打ちの踏掛版の設置に適用する。 

ただし、主たる鉄筋が太径鉄筋（Ｄ３８以上Ｄ５１以下）の場合には適用しない。 

 

 ３．区分 

区分は、コンクリート規格、鉄筋量、ゴム支承の有無、養生工の有無鉄筋材料規格・径とす

る。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

     区 分 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ規格 

鉄筋

量 

ゴム支

承の有

無 

養生工

の有無 
鉄筋材料

規格･径 
単位 数量 備考

踏掛版設置 Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ｍ３   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
注）１．アンカーボルトは踏掛版受台にて施工されるため含まない。 

  ２．鉄筋加工・組立費が必要な場合は、「第１編（共通編）４.３.１ 鉄筋工」による。その

場合，鉄筋量は、踏掛版１箇所当りの鉄筋量とする（にスパイラル筋は含まない）。 

  ３．養生は一般養生程度のものであり、給熱養生等の特殊養生が必要な場合は別途計上する。

  ３４．路盤材の敷設は含まない。 

  ４５．コンクリートのロスを含む。 

 

 （２）鉄筋量区分 

① ０．０８ｔ／ｍ３以上 ０．１０ｔ／ｍ３未満 

② ０．１０ｔ／ｍ３以上 ０．１２ｔ／ｍ３未満 

③ ０．１２ｔ／ｍ３以上 ０．１４ｔ／ｍ３未満 

④ ０．１４ｔ／ｍ３以上 ０．１６ｔ／ｍ３未満 

⑤ ０．１６ｔ／ｍ３以上 ０．１８ｔ／ｍ３未満 

⑥ ０．１８ｔ／ｍ３以上 ０．２０ｔ／ｍ３未満 

⑦ ０．２０ｔ／ｍ３以上 ０．２２ｔ／ｍ３未満 

⑧ ０．２２ｔ／ｍ３以上 ０．２４ｔ／ｍ３未満 

⑨ ０．２４ｔ／ｍ３以上 ０．２６ｔ／ｍ３未満 

⑩ ０．２６ｔ／ｍ３以上 ０．２８ｔ／ｍ３未満 

⑪ ０．２８ｔ／ｍ３以上 ０．３０ｔ／ｍ３未満 

⑫ ０．３０ｔ／ｍ３以上 ０．３２ｔ／ｍ３未満 

⑬ ０．３２ｔ／ｍ３以上 ０．３４ｔ／ｍ３未満 



記載の変更

. .

3-3-6

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 舗装版切断工

（控え頁）

1／2

３．３ 舗装版切断工 

 

 １．適用 

コンクリート舗装版、アスファルト舗装版、コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版

の切断工に適用する。 

ただし、コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合、舗装版厚のうちアスファル

ト舗装版が占める割合が５０％を超える場合を除く。 

 

 ２．数量算出項目 

舗装版切断の延長を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

区分は、舗装版種別、舗装版切断厚さとする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

   区分 

 

 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

舗装版

種別 

属 性 情 報 

舗装版切断厚さ（ｃｍ） 

数量 

（ｍ） 
備考 

全体厚 
全体厚の内 
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装
版厚 注)２ 

 

舗装版 

切 断 

Ｂ 

〇 

ｔ=○ｃ

ｍ以下 

ｔｃ=○ｃｍ

以下 

ｔ＝ 
（ｔｃ＝ ） 

Ｌ＝ 

 

～
 

～
 

ｔ＝ 
（ｔｃ＝ ） 

Ｌ＝ 

計 Ｌ＝ 

Ｂ 
ｔ=○ｃ

ｍ以下 

ｔｃ=○ｃｍ

を超え 

ｔｃ=○ｃｍ

以下 

ｔ＝ 
（ｔｃ＝ ） 

Ｌ＝ 
 

～
 

～
 

 ｔ＝ 
（ｔｃ＝ ） 

Ｌ＝ 

計 Ｌ＝ 
合計  ΣＬ   =   ｍ 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

注）１．区分ごとに上表を集計する。 

２．コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の場合、必要となる。 

 

 

 

 

 

 （２）舗装版種別区分 

① アスファルト舗装版 

② コンクリート舗装版 

③ コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版 

現行なし

現行どおり



記載の変更

. .

3-3-7

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

2／2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

工　　　種 舗装版切断工

担　　　当 0

改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

 （２）舗装版種別区分及び厚さ区分 

 

① アスファルト舗装版のみ切断 

１）１５ｃｍ以下 

２）１５ｃｍを超え３０ｃｍ以下 

３）３０ｃｍを超え４０ｃｍ以下 

 

② コンクリート舗装版のみ切断 

１）１５ｃｍ以下 

２）１５ｃｍを超え３０ｃｍ以下 

 

③ コンクリート＋アスファルト（カバー）舗装版の切断 

全体厚 

１）１５ｃｍ以下 

２）１５ｃｍを超え３０ｃｍ以下 

３）３０ｃｍを超え４０ｃｍ以下 

全体厚の内コンクリート舗装厚 

１）１５ｃｍ以下 

２）１５ｃｍを超え３０ｃｍ以下 

 

 （２３）舗装版種別区分及び厚さ区分 

現行どおり



記載の変更

（控え頁）

1／1

工　　　種 トンネル清掃工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

3-3-24

積算上の注意事項

３．１４ トンネル清掃工 

 

 １．適用 

 トンネル清掃車によるトンネル清掃作業に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 トンネル清掃の延長を算出する。 

 

 （１）数量算出項目一覧表  

項  目 
BIM/CIM 
モデル 

属 性 情 報 

清掃回数 単 位 数 量 備 考 

トンネル清掃 Ｂ ○ ｋｍ   

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

 ３．数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

 （１）トンネル清掃は施工延長及び移動距離（ｋｍ)を算出する。 

        施工延長は、清掃を実施するトンネルの総延長（Ｌ）とする。 

 

  （２）清掃回数（Ｎ） 

        清掃回数は、次式のとおりとする。 

         

          Ｎ＝ＮＬ＋ＮＲ 

            ＮＬ :左側清掃壁面(ｍ)÷(ブラシ幅―０．１）（少数１位切り上げ） 
          ＮＲ :右側清掃壁面(ｍ)÷(ブラシ幅―０．１）（少数１位切り上げ） 

 

  （３）清掃作業延長（Ｌ１） 

        清掃作業延長は、次式のとおりとする。 

 

          Ｌ1＝Ｌ×Ｎ 

           Ｌ：トンネル総延長 

           Ｎ：清掃回数 

 

         

          Ｎ＝ＮＬ＋ＮＲ 

            ＮＬ :左側壁面清掃幅(ｍ)÷(ブラシ幅―０．１）（少数１位切り上げ） 
          ＮＲ :右側壁面清掃幅(ｍ)÷(ブラシ幅―０．１）（少数１位切り上げ） 

 

現行どおり

現行どおり



1／1

 3-3-25 

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 トンネル照明器具清掃工

（控え頁）

記載の変更

３．１５ トンネル照明器具清掃工 

 

 １．適用 

 トンネル照明器具の清掃作業に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 トンネル照明器具の延長、灯数を算出する。 

 

 （１）数量算出項目一覧表 
区 分 

 
項 目 

BIM/CIM
モデル 

属 性 情 報 

単 位 数 量 備 考 

トンネル照明 
器 具 清 掃 

Ｂ ｍ  （機械） 

トンネル照明 
器 具 清 掃 

Ｂ 灯  （人力） 

   
 BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

                                     

 ３． 数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

 （１）機械による清掃は表面清掃のみ。 

 

  （２）人力による清掃の場合は、区分は以下とする。 

            照明器具 
  

表面清掃のみ 

表面及び内面清掃 

 

現行どおり

２．数量算出項目 

 トンネル照明器具の延長、灯数を算出する。 

 

 （１）数量算出項目一覧表 
区 分 

 
項 目 

BIM/CIM
モデル 

属 性 情 報 

単 位 数 量 備 考 

トンネル照明 
器 具 清 掃 

Ｂ ｍ  （機械） 

トンネル照明 
器 具 清 掃 

Ｂ 灯  （人力） 

   
 BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

                                     

 ３． 数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

 （１）機械による清掃は表面清掃のみ。 

 

  （１）人力による清掃の場合は、区分は以下とする。 

            照明器具 
  

表面清掃のみ 

表面及び内面清掃 

 



記載の変更

. .

3-3-44

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 橋梁補強工

（控え頁）

1／3

４．数量算出方法  

   数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

（１）鋼板（材料費）は、規格ごとの質量（ｔ）を算出する。なお、規格は以下を標準とす 

るが、該当しない場合は、形状、ブラケットの有無、塗装の仕様等を明記する。 

番号 鋼 板 規 格 

① 円形補強鋼板(ブラケット有) 

② 円形補強鋼板(ブラケット無) 

③ 矩形補強鋼板(ブラケット有) 

④ 矩形補強鋼板(ブラケット無) 

⑤ 下端拘束用円形鋼板 

⑥ 下端拘束用形鋼 

⑦ 各種 

 注）鋼板の塗装系はＣ－５系（上塗りまで含む）を標準とする。 

 

（２）スタッドジベル（材料費）は、規格ごとの本数を算出する。なお、規格は以下を標準とする 

が、該当しない場合は、径、長さ等を明記する。 

番号 スタッドジベル規格 

① φ１９×２５０ 

② φ２２×２５０ 

③ 各種 

注）工場制作品を標準とする。 

 

（３）シール材（材料費）の数量は、鋼板巻立て面積（ｍ２）当りの質量（ｋｇ）とする。 

縁部、パイプ周りについて、下記の式より必要数量を算出する。 

「シール断面積×シール延長×単位質量１，７００（ｋｇ／ｍ３）×（１＋割増率）」 

割増率は、下表に示す値とする。 

支柱区分 
割増率 

注入材が無収縮モルタル
の場合 

注入材がエポキシ樹脂の
場合 

Ａ支柱 ０．５６ ０．４７ 

Ｂ支柱 ０．５４ ０．４６ 

Ｃ支柱 ０．５３ ０．４３ 

Ｄ支柱 ０．５０ ０．４１ 

Ｅ支柱 ０．６０ ０．４９ 

Ｆ支柱 ０．５６ ０．４７ 

Ｇ支柱 ０．５４ ０．４４ 

Ｈ支柱 ０．５３ ０．４３ 

 

（２）スタッドジベル（材料費）は、規格ごとの本数を算出する。なお、規格は以下を標準とする 

が、該当しない場合は、径、長さ等を明記する。 

 

番号 スタッドジベル規格 

① φ１９×２５０ 

② φ２２×２５０ 

③ 各種 

注）工場制製作品を標準とする。 

 

（３）シール材（材料費）の数量は、鋼板巻立て面積（ｍ２）当りの質量（ｋｇ）とする。 

縁部、パイプ周りについて、下記の式より必要数量を算出する。 

「シール断面積×シール延長×単位質量１，７００（ｋｇ／ｍ３）×（１＋割増率）」 

割増率は、下表に示す値とする。なお、割増率の内訳は、諸雑費とシール材の材料ロスとする。

現行どおり

現行どおり



記載の変更

記載の変更

. .

3-3-45

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

2／3

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

工　　　種 橋梁補強工

改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

（４）注入材（材料費）の数量は、鋼板巻立て面積（ｍ２）当りの質量（ｋｇ）とする。 

１）無収縮モルタルの場合 

下記の式より必要数量を算出する。 

「（鋼板取付面積１（ｍ２）×注入厚０．０３（ｍ）－裏当て鋼板体積） 

×単位質量１，８５０（ｋｇ／ｍ３） ×（１＋割増率）」 

割増率は下表に示す値とする。 

支柱区分 割増率 

Ａ支柱 ０．５８ 

Ｂ支柱 ０．５５ 

Ｃ支柱 ０．５４ 

Ｄ支柱 ０．５２ 

Ｅ支柱 ０．６１ 

Ｆ支柱 ０．５８ 

Ｇ支柱 ０．５５ 

Ｈ支柱 ０．５４ 

 

２）エポキシ樹脂の場合 

下記の式より必要数量を算出する。 

「（鋼板取付面積１（ｍ２）×注入厚０．００５（ｍ）－裏当て鋼板体積） 

×単位質量１，２００（ｋｇ／ｍ３）×（１＋割増率）」 

割増率は下表に示す値とする。 

支柱区分 割増率 

Ａ支柱 ０．４２ 

Ｂ支柱 ０．４１ 

Ｃ支柱 ０．３８ 

Ｄ支柱 ０．３６ 

Ｅ支柱 ０．４４ 

Ｆ支柱 ０．４２ 

Ｇ支柱 ０．３９ 

Ｈ支柱 ０．３８ 

（５）アンカー材（材料費）は、規格（径、長さ等）ごとの本数を算出する。 

 

（６）アンカー注入材（材料費）の使用量は、下表を標準とする。 

（削孔深１ｍ・１００箇所当り） 

アンカー筋径 
削孔径（ｍｍ） 注入材使用量（ｋ

ｇ） 

Ｄ１６ ２６ ４６ 

Ｄ１９ ２９ ５２ 

Ｄ２２ ３２ ５９ 

Ｄ２５ ３５ ６５ 

Ｄ２９ ３９ ７４ 

Ｄ３２ ４２ ８０ 

Ｄ３５ ４５ ８７ 

Ｄ３８ ４８ ９３ 

 

ただし、これにより難い場合は、次式によるものとする。 

使用量(ｋｇ)＝[(Ｄ２－ｄ２)×π×１／４×Ｌ×１００箇所]×Ｍ×(１＋Ｋ)／１００箇所 

Ｄ： 削孔径（ｍ） 

ｄ： アンカー材径（ｍ） 

Ｌ： 削孔深（ｍ） 

（４）注入材（材料費）の数量は、鋼板巻立て面積（ｍ２）当りの質量（ｋｇ）とする。 

１）無収縮モルタルの場合 

下記の式より必要数量を算出する。 

「（鋼板取付面積１（ｍ２）×注入厚０．０３（ｍ）－裏当て鋼板体積） 

×単位質量１，８５０（ｋｇ／ｍ３） ×（１＋割増率）」 

割増率は下表に示す値とする。なお、割増率の内訳は、諸雑費と注入材の材料ロスとする。

２）エポキシ樹脂の場合 

下記の式より必要数量を算出する。 

「（鋼板取付面積１（ｍ２）×注入厚０．００５（ｍ）－裏当て鋼板体積） 

×単位質量１，２００（ｋｇ／ｍ３）×（１＋割増率）」 

割増率は下表に示す値とする。なお、割増率の内訳は、諸雑費と注入材の材料ロスとする。

現行どおり

現行どおり

次頁へ移動



記載の変更

記載の変更

工　　　種 橋梁補強工

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

3-3-48

積算上の注意事項

（控え頁）

3／3

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

. .

関連数量算出項目 

項目 
BIM/CIM 

モデル 

属 性 情 報 

単位 数量 備考 

足場工 Ｂ 掛ｍ２  

「第３編（道路編）３．２１．２（２）

橋梁補強工（コンクリート巻立て）

（２）」参照 

現場溶接 Ｂ ｍ  
「第３編（道路編）３．２１．１（１）

橋梁補強工（鋼板巻立て）（１）」参照 

フーチングアンカー 
削孔・定着 

Ｂ 箇所  
「第３編（道路編）３．２１．１（１）

橋梁補強工（鋼板巻立て）（１）」参照 

アンカー材 
（材料費） 

Ｂ 本  
「第３編（道路編）３．２１．１（１）

橋梁補強工（鋼板巻立て）（１）」参照 

アンカー注入材 
（材料費） 

Ｂ 本  
「第３編（道路編）３．２１．１（１）

橋梁補強工（鋼板巻立て）（１）」参照 

現場塗装工 Ｂ ｍ２   

鉄筋工 Ｂ ｔ  
「第１編（共通編）４．３．１鉄筋工」参
照 

型枠 Ｂ ｍ２  「第１編（共通編）４．２型枠工」参照 

コンクリート 

（根巻きｺﾝｸﾘｰﾄ工） 
Ａ ｍ３  

「第１編（共通編）４．１コンクリート工」
参照 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 

 

４．数量算出方法  

   数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

（１）シール材（材料費）の数量は、鋼板巻立て面積（ｍ２）当りの質量（ｋｇ）とする。 

縁部、パイプ周りについて、下記の式より必要数量を算出する。 

「シール断面積×シール延長×単位質量１，７００（ｋｇ／ｍ３）×（１＋割増率）」 

割増率は下表に示す値とする。 

 
割増率 

注入材が無収縮モルタルの場合 注入材がエポキシ樹脂の場合 

０．４３ ０．３６ 

 

（２）注入材（材料費）の数量は、鋼板巻立て面積（ｍ２）当りの質量（ｋｇ）とする。 

１）無収縮モルタルの場合 

下記の式より必要数量を算出する。 

「（鋼板取付面積１（ｍ２）×注入厚０．０３（ｍ）－裏当て鋼板体積） 

×単位質量１，８５０（ｋｇ／ｍ３） ×（１＋割増率）」 

割増率は＋０．４４ とする。 

 

２）エポキシ樹脂の場合 

下記の式より必要数量を算出する。 

「（鋼板取付面積１（ｍ２）×注入厚０．００５（ｍ）－裏当て鋼板体積） 

×単位質量１，２００（ｋｇ／ｍ３）×（１＋割増率）」 

割増率は＋０．３１ とする。 

（１）シール材（材料費）の数量は、鋼板巻立て面積（ｍ２）当りの質量（ｋｇ）とする。 

縁部、パイプ周りについて、下記の式より必要数量を算出する。 

「シール断面積×シール延長×単位質量１，７００（ｋｇ／ｍ３）×（１＋割増率）」 

割増率は下表に示す値とする。なお、割増率の内訳は、諸雑費とシール材の材料ロスとする。

（２）注入材（材料費）の数量は、鋼板巻立て面積（ｍ２）当りの質量（ｋｇ）とする。 

１）無収縮モルタルの場合 

下記の式より必要数量を算出する。 

「（鋼板取付面積１（ｍ２）×注入厚０．０３（ｍ）－裏当て鋼板体積） 

×単位質量１，８５０（ｋｇ／ｍ３） ×（１＋割増率）」 

割増率は＋０．４４ とする。なお、割増率の内訳は、諸雑費と注入材の材料ロスとする。

 

２）エポキシ樹脂の場合 

下記の式より必要数量を算出する。 

「（鋼板取付面積１（ｍ２）×注入厚０．００５（ｍ）－裏当て鋼板体積） 

×単位質量１，２００（ｋｇ／ｍ３）×（１＋割増率）」 

割増率は＋０．３１ とする。なお、割増率の内訳は、諸雑費と注入材の材料ロスとする。 

現行どおり

現行どおり



記載の変更

. .

3-10-16

積算上の注意事項

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

工　　　種 電線共同溝(Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ)工

（控え頁）

1／2

 １０．３．５ 管路工 

 

 １．適用 

 電線共同溝（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）の設置工事の管路工に適用する。  
・管路材設置：露出部に単管（呼び径１５０mm以下）を設置する場合 

       埋設部に単管・ＦＡ管（呼び径１５０mm以下），ボディ管（呼び径２００mm（さ

や管１２条以下），２５０mm（さや管２１条以下）），多条管（可とう性のある波

付き管路材で呼び径１５０mm以下）を設置する場合  
・プレキャストボックス設置：質量が１１，０００kg以下のプレキャストボックスブロック

の設置作業の場合  
・蓋設置：質量が２，０００kg以下の蓋の設置作業の場合 

 

 ２．数量算出項目 

 管路材設置、受金具（材料費）、支持金具（材料費）、管路受台（スペーサ）（材料費）、プレ

キャストボックス設置、蓋設置、蓋（材料費）を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、規格・仕様、作業区分、ボックスブロック１個当り質量、蓋１組当り質量とする。 

 
 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

    区 分 

 

項 目 

BIM/CIM

モデル 

属 性 情 報 

規格 

・ 

仕様 

作業

区分 

ﾎﾞｯｸｽ 

ﾌﾞﾛｯｸ１

個当り質

量 

蓋１組当

り質量 

単

位 

数

量 
備 考 

管路材設置 Ｂ ○ ○   ｍ   

受 金 具  

( 材 料 費 ） 
Ｂ ○    個   

支持 金 具  

（ 材 料 費 ） 
Ｂ ○    個   

管路受台(ス

ペーサ)（材料

費） 

Ｂ ○    個   

プレキャスト

ボックス設置 
Ｂ ○  ○  個  

注２ 
（２）その他

１） 

蓋設置 Ｂ ○   ○ 個  

注３ 

（２）その他

２） 

   BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする 
注）１．埋設部・露出部毎に算出する。なお、露出部とは、橋梁添架及びトンネル内等設置によ

り露出管路となる部分をいう。 

２．特殊部（プレキャストボックス）は、側壁、本体（上部躯体、下部床版）からなる個々の

ブロックより構成される。計上するボックスブロック個数は、蓋、受枠を除く側壁、本

体（上部躯体、下部床版）によるブロック数を計上する。なお、上部躯体質量は、蓋部、

調整リング及び受枠質量を含めないものとする。 

３．蓋１組当り質量は、蓋部、調整リング及び受枠も含めた１組当り質量を計上する。 

注）１．埋設部・露出部毎に算出する。なお、露出部とは、橋梁添架及びトンネル内等設置によ

り露出管路となる部分をいう。 

２．特殊部（プレキャストボックス）は、側壁、本体（上部躯体、下部床版）からなる個々の

ブロックより構成される。計上するボックスブロック個数は、蓋部・調整リング、受枠

を除く側壁、本体（上部躯体、下部床版）によるからなる個々のブロック数を計上する。

なお、上部躯体質量は、蓋部、調整リング及び受枠質量を含めないものとする。 

３．蓋１組当り質量は、蓋部、調整リング及び受枠も含めた１組当り質量を計上する。 

現行どおり



記載の変更

. .

3-10-17

改　正　理　由 一部改正
改　　正

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

2／2

現　　　　　　　　　　　　　　　　行

工　　　種 電線共同溝(Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ)工

改　　　　　　　　　　　　　　　　正 備　　　　考

 （２）その他 

１）プレキャストボックス 

下図のとおり、プレキャストボックス１箇所ごとにプレキャストボックスブロック質量区分

別個数を算出する。ただし、個々のプレキャストボックスブロック質量を併記すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレキャストボックスブロック１個当り質量区分 

①１，０００kg 以下 

②１，０００kg 超～ ４，０００kg 以下 

③４，０００kg 超～１１，０００kg 以下 

 

２）蓋 

下図のとおり、蓋１組当りの質量を算出し、質量区分ごとに組数を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蓋１組当り質量区分 

①２００kg 以下 

②２００kg 超～  ８００kg以下 

③８００kg 超～２，０００kg以下 

調整リング及び受枠
蓋部 

 

特殊部（上部躯体）

特殊部（側壁）

特殊部（蓋部）

特殊部（下部床板）

現行どおり

現行どおり


